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お知らせ私たちのJA

編集後記今月の表紙

9,357人
4,306人

1,747億5,297万円
246億9,566万円

4,673億　389万円
4億3,483万円
 9億5,520万円
28億1,361万円

（9,434人）

（4,315人）

（1,738億6,768万円）

（237億3,291万円）

（4,883億4,892万円）

（6億7,262万円）

（10億7,028万円）

（28億2,638万円）

※（　）内は昨年同期

正　組　合　員

准　組　合　員

貯　　　　　金

貸　　出　　金

長期共済保有高

購買品供給高

販売品販売高

出　　資　　金

令和２年４月末現在

■
付
議
事
項

１
．
総
代
の
皆
様
か
ら
の
意
見
・
要
望
事
項
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て

２
． 

就
業
規
則
及
び
臨
時
傭
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

３
． 

行
政
庁
提
出
用
業
務
報
告
書
及
び
連
結
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

４
． 

富
山
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
要
項
制
定
に
つ
い
て

５
． 

令
和
２
年
産
水
稲
種
子
共
同
計
算
基
本
規
程
に
つ
い
て

６
． 

平
成
30
年
産
水
稲
種
子
の
最
終
精
算
に
つ
い
て

７
． 

令
和
２
年
産
米
・
大
麦
・
大
豆
の
手
数
料
設
定
に
つ
い
て

８
． 

そ
の
他

　
　●
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

１
． 

役
員
積
立
金
の
精
算
に
つ
い
て

２
． 

平
成
31
年
度
資
産
自
己
査
定
破
綻
懸
念
先
以
下
債
務
者
の
回
収
方
針
に
つ
い
て

３
． 

平
成
31
事
業
年
度
末
基
準
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

４
． 

農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
　
定
礎
式
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

５
． 

４
月
末
財
務
の
状
況
及
び
３
月
末
月
次
損
益
に
つ
い
て

６
． 

４
月
末
支
店
別
組
合
員
異
動
状
況
に
つ
い
て

７
．
ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
（
災
害
緊
急
資
金
）
に
つ
い
て

８
．
大
口
貸
出
金
の
実
行
報
告
に
つ
い
て

９
．
令
和
元
年
産
米
販
売
実
績
に
つ
い
て

10
．
４
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

令
和
２
年
５
月
29
日（
金
）

■日帰り人間ドック　厚生連高岡健康管理センター

　
　　

新嘗祭献穀斎圃田植祭
　　　　　　奉耕者　松田吉孝　氏
　　　　　　　　　　　　　　 （３ページに関連記事掲載）

　新型コロナウイルスが発生した関係で使い捨てマスクが品
薄状態となり、手作りマスクを作る方も増えたようです。先日、
JAのお便りコーナーへ、お客様が制作されたマスクの写真を
送っていただきました。マスクの柄に青一色の「たま吉くん」が
非常にあっていると思いました。写真は6月10日に、JAとなみ
野のホームページに掲載させていただきましたので
ご覧ください。どうもありがとうございました。（ス
マートフォンで右記のQRコードを読み取ることで
も、ホームページにアクセスできます）（S.T）

●
詳
細
は
各
支
店
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○７月３０日（木）　庄川地区
　検診日の２週間前までに、生活総合課（☎32―8624）
　へお申し込みください。　

特
集
1
佐
野
組
合
長
再
任
　

高
収
益
、高
所
得
な
農
業
の
実
現
へ

特
集
2
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
〔
後
編
〕
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～
第
25回

通
常
総
代
会
～
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任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、理
事
21
人
、監
事
４
人
を
選
出
。総

代
会
後
の
理
事
会
で
佐
野
日
出
勇
組
合
長
を
再
任
し
、常
務
理
事
に
土

田
英
雄
氏
を
再
任
、荒
川
弘
章
氏
を
新
任
し
ま
し
た
。代
表
・
常
勤
監
事

に
は
佐
藤
章
一
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
佐
野
組
合
長
は「
主
穀
作
と
園
芸
作
物
を
組
み
合
わ
せ
た
、

と
な
み
野
型
複
合
経
営
の
確
立
に
よ
る
儲
か
る
農
業
、農
業
の
成
長
産

業
化
を
目
指
し
、農
業
所
得
の
増
大
と
意
欲
あ
る
農
業
後
継
者
の
育
成

を
図
り
た
い
」と
述
べ
、強
い
と
な
み
野
農
業
の
構
築
に
取
り
組
む
姿
勢

を
示
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
の
基
本
方
針
と
し
て
、高
温
対
策
の
為
の
計
画
的
な
土
づ
く

り
を
推
進
し
、高
品
質
で
高
収
量
の
確
保
を
図
り
、産
地
間
競
争
に
勝
ち

抜
く
米
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。新
技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
と
、

コ
ス
ト
低
減
を
連
動
さ
せ
た
農
業
生
産
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、新
た

に
施
設
園
芸
を
加
え
た「
と
な
み
野
型
複
合
経
営
」を
さ
ら
に
す
す
め
、

高
収
益
で
高
所
得
を
実
現
す
る
農
業
経
営
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
当
J
A
は
、経
済
事
業
、信
用
事
業
、共
済
事
業
な
ど
各
事
業
の
健
全

経
営
に
よ
る
財
務
基
盤
の
向
上
と
、専
門
的
人
材
の
育
成
強
化
に
取
り

組
み
、利
用
者
満
足
度
の
高
い
組
織
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
議
事
で
は
、中
野
地
区
の
横
山
敬
一
総
代
が
議
長
を
務
め
、提
出
さ
れ

た
全
議
案
の
進
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、自
己
改
革
及
び
経
営
基

盤
強
化
の
実
践
に
関
す
る
特
別
決
議
で
、中
西
美
代
理
事
が
決
議
文
を

読
み
上
げ
、拍
手
を
も
っ
て
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
３１
年
度
の
事
業
総
利
益
は
25
億
７
千
万
円
、当
期
利
益
は
２
億

４
千
万
円
、当
期
剰
余
金
は
1
億
９
千
万
円
、自
己
資
本
比
率
は
13
・
13

%
と
な
り
ま
し
た
。

佐
野
組
合
長
再
任
　高
収
益
、高
所
得
な
農
業
の
実
現
へ

　
▲議長を務められた横山総代

▲決議文を読み上げる中西理事

〈
第
25
回
通
常
総
代
会
付
議
議
案
〉

第
1
号
議
案
　
第
25
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認

　
　
　
　
　
　
の
件

第
2
号
議
案
　
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
の
廃
止
の
件

第
3
号
議
案
　
規
約
の
一
部
変
更
の
件

第
4
号
議
案
　
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
の
件

第
5
号
議
案
　
定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部

　
　
　
　
　
　
変
更
の
件

第
6
号
議
案
　
第
26
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

第
7
号
議
案
　
第
26
年
度
賦
課
金
の
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時

　
　
　
　
　
　
期
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件

第
8
号
議
案
　
役
員
全
員
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
の
件

第
9
号
議
案
　
第
26
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
10
号
議
案
　
第
26
年
度
に
お
け
る
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
11
号
議
案
　
理
事
の
退
職
慰
労
金
贈
呈
の
件

第
12
号
議
案
　
監
事
の
退
職
慰
労
金
贈
呈
の
件

　
J
A
と
な
み
野
は
5
月
30
日
、砺
波
市
五
郎
丸
の
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
第
25
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
数
4
9
7
人
の
う
ち
、4
7
2
人（
本
人
出
席
53
人
、書
面
議
決
4
1
9
人
）出
席
の
も
と
、第
25
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
、第
26
年
度
事
業
計
画
、役
員
全
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
を
含
む
12
議
案
お
よ
び
特
別
決
議
が
慎
重
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
25
回
通
常
総
代
会

▲あいさつを述べる佐野組合長
　

お問合せ先　TEL 0763-32-8660
JAとなみ野農産物直売所生産者協議会

生産者・出品者募集中！
栽培した野菜や花、農産加工品を
道の駅「となみ野の郷」で
販売してみませんか？

　宮中行事の新嘗祭に献上する米の御田植祭が5月24日、
砺波市庄川町示野の農業、松田吉孝さんの田んぼで開かれ、
紺の着物に赤のたすきを掛けた早乙女が、苗を丁寧に植えま
した。
　米の献上は県内自治体単位で輪番で行い、砺波市では11
年ぶりの実施。神事では松田さんの息子の、松田孝之さんが、
くわ入れを行った後、早乙女となった地元の中学生5人が、竹
の柵に囲まれた献穀田に富山米の新品種「富富富」の苗を1列
に並んで手植えしました。
　早乙女を務めた庄川中3年の吉藤ゆなさんは「初めてだった
けれど、しっかりやれた」と話しました。

砺波市庄川町示野

1 早乙女が「富富富」手植え

◀田んぼを清める神職
　

2 海藻アルギットにら初出荷　

　JAとなみ野アルギットにら生産組合は5月30日、南砺市苗
島の同JA苗島農産物出荷施設で「海藻アルギットにら」の出
荷作業を行い、生産者が初収穫したニラを持ち込みました。
　ニラは冷蔵庫で予冷し翌朝、富山、高岡、金沢、名古屋など
の青果市場に出荷されます。海藻アルギットニラは、海藻肥
料を土に施すことで元気なニラに育つのが特徴。
　同組合は南砺市、砺波市、小矢部市、高岡市の生産者38
人でつくり、今季は約5.4㌶に作付けしました。
　今年度の販売額は、2019年度比約3,000万円増の1億
3,000万円を目指します。夏場の高温対策として遮熱シート
で被覆する対策を実施する生産者が倍増し、品質の向上が
期待されます。
　片田尚希組合長は「今年の生育は順調。ニラの味がしっか
りしており、噛めば噛むほど甘みが出る」と話しました。

南砺市苗島

TOPICSTOPICS

▲海藻アルギットニラをPRする片田組合長（右）

▲くわ入れする松田孝之さん
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号
議
案
　
理
事
の
退
職
慰
労
金
贈
呈
の
件

第
12
号
議
案
　
監
事
の
退
職
慰
労
金
贈
呈
の
件

　
J
A
と
な
み
野
は
5
月
30
日
、砺
波
市
五
郎
丸
の
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
第
25
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
数
4
9
7
人
の
う
ち
、4
7
2
人（
本
人
出
席
53
人
、書
面
議
決
4
1
9
人
）出
席
の
も
と
、第
25
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
、第
26
年
度
事
業
計
画
、役
員
全
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
を
含
む
12
議
案
お
よ
び
特
別
決
議
が
慎
重
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
25
回
通
常
総
代
会

▲あいさつを述べる佐野組合長
　

お問合せ先　TEL 0763-32-8660
JAとなみ野農産物直売所生産者協議会

生産者・出品者募集中！
栽培した野菜や花、農産加工品を
道の駅「となみ野の郷」で
販売してみませんか？

　宮中行事の新嘗祭に献上する米の御田植祭が5月24日、
砺波市庄川町示野の農業、松田吉孝さんの田んぼで開かれ、
紺の着物に赤のたすきを掛けた早乙女が、苗を丁寧に植えま
した。
　米の献上は県内自治体単位で輪番で行い、砺波市では11
年ぶりの実施。神事では松田さんの息子の、松田孝之さんが、
くわ入れを行った後、早乙女となった地元の中学生5人が、竹
の柵に囲まれた献穀田に富山米の新品種「富富富」の苗を1列
に並んで手植えしました。
　早乙女を務めた庄川中3年の吉藤ゆなさんは「初めてだった
けれど、しっかりやれた」と話しました。

砺波市庄川町示野

1 早乙女が「富富富」手植え

◀田んぼを清める神職
　

2 海藻アルギットにら初出荷　

　JAとなみ野アルギットにら生産組合は5月30日、南砺市苗
島の同JA苗島農産物出荷施設で「海藻アルギットにら」の出
荷作業を行い、生産者が初収穫したニラを持ち込みました。
　ニラは冷蔵庫で予冷し翌朝、富山、高岡、金沢、名古屋など
の青果市場に出荷されます。海藻アルギットニラは、海藻肥
料を土に施すことで元気なニラに育つのが特徴。
　同組合は南砺市、砺波市、小矢部市、高岡市の生産者38
人でつくり、今季は約5.4㌶に作付けしました。
　今年度の販売額は、2019年度比約3,000万円増の1億
3,000万円を目指します。夏場の高温対策として遮熱シート
で被覆する対策を実施する生産者が倍増し、品質の向上が
期待されます。
　片田尚希組合長は「今年の生育は順調。ニラの味がしっか
りしており、噛めば噛むほど甘みが出る」と話しました。

南砺市苗島

TOPICSTOPICS

▲海藻アルギットニラをPRする片田組合長（右）

▲くわ入れする松田孝之さん



就
任
の
ご
挨
拶

　
向
夏
の
候
、組
合
員
を
は
じ
め
ご
家
族
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、第
25
回
通
常
総
代
会
終
了
後
、引
き
続
き
代
表
理
事

組
合
長
に
推
挙
さ
れ
、お
受
け
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、雇
用
と
所
得
環
境
の
改
善
が
続
き
緩
や
か
に

回
復
基
調
に
あ
っ
た
中
、年
明
け
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
流
行
の
影
響
で
大
幅
に
下
振
れ
し
、長
期
化
に
よ
り
さ
ら
な
る

下
降
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
J
A
の
経
営
環
境
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化
や
国
際
金

融
規
制
の
強
化
等
に
よ
り
、信
用
・
共
済
事
業
の
収
益
悪
化
は
不
可

避
な
情
勢
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
信
用
・
共
済
事
業
へ
の
過
度
な
依

存
か
ら
脱
却
し
、食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に
根
差
し
た
農
業
者

の
協
同
組
織
と
し
て
、農
産
物
の
販
売
力
強
化
に
よ
る
農
業
者
の
所

得
増
大
、営
農
・
経
済
活
動
を
積
極
的
に
行
う
自
己
改
革
の
確
実
な

実
践
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、J
A
と
な
み
野
は
、計
画
的
・
戦
略
的
な
米
づ

く
り
、需
要
に
応
じ
た
生
産
、水
田
フ
ル
活
用
と
、種
も
み
、た
ま
ね

ぎ
な
ど
地
域
特
産
物
と
連
携
し
た
販
売
な
ど
、地
域
農
業
の
発
展
に

向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、ま
た
、労
働
力
不
足
、後
継
者
不

足
に
対
応
す
べ
く
農
業
の
担
い
手
と
な
る
若
い
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
特
産
物
の
主
力
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す「
た
ま
ね

ぎ
」に
つ
き
ま
し
て
は
、五
鹿
屋
選
別
ラ
イ
ン
、苗
島
乾
燥
施
設
の

フ
ル
稼
働
に
よ
り
、秀
品
率
の
向
上
、安
定
出
荷
、そ
し
て
販
売
力

強
化
に
よ
る
農
業
所
得
の
上
積
み
、ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
結
び
付
け

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
作
物
に
適
し
た
圃
場
づ
く
り
と
低
コ
ス
ト
で
安
定
・
高
品
質
・
高

収
量
を
め
ざ
し
た
大
区
画
に
よ
る
暗
渠
排
水
を
モ
デ
ル
設
置
し
、主

穀
作
と
園
芸
作
物
を
組
み
合
わ
せ
た「
と
な
み
野
型
複
合
経
営
」の

確
立
に
よ
る「
儲
か
る
農
業
」の
実
現
を
目
指
し
、組
合
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、地
域
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
向
上
を
願
い
、事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
信
用
事
業
で
は
、「
出
向
く
体
制
」「
来
て
い
た
だ
け
る
店
舗
」を

基
本
に
、農
業
・
生
活
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、年
金
友
の
会
会
員
は
１
万
人
を
超
え
、取
扱
高
も
１
２
０
億

円
を
超
え
て
お
り
、更
な
る
年
金
友
の
会
会
員
の
募
集
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
共
済
事
業
で
は
、「
サ
ン
キ
ュ
ー
訪
問
活
動
」を
中
心
に
、保
障
内

容
の
相
談
や「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」の
提
案
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
と
な
み
野
は
今
後
も
、J
A
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、組
合
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
事

業
展
開
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

　　佐

　野

　日
出
勇

45

監

　事

理

　事

代
表
理
事
組
合
長

北部

　佐野日出勇

理
事

北部

　宮川　清一

理
事

理
事

理
事

中央

　堀田　昭久

理
事

中央

　山川　 浩

理
事

理
事

理
事

福野

　田邊　一彦

理
事

理
事

福野

　重原　一雄

理
事

全域

　松澤　景子

理
事

理
事

理
事

庄川

　森松　 敬　

理
事

庄川

　堀田　敬三

監
事

全域

　上保　福夫

監
事

全域

　上田　清信

監
事

全域

　潟沼美喜夫

理
事

全域

　長谷川英子

　
５
月
30
日
の
「
第
25
回
通
常
総
代
会
」
に
お
い
て
、役
員

全
員
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
の
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

新
役
員
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

庄東

　北井　栄一

庄西

　南　　賢二

福野

　古瀬　　悟

新
役
員
の
紹
介

井波中央

　松平　信隆

理
事

井波中央

　稲垣　　貢
井波中央

　澤田　秀継

理
事

全域

　梅本　恵子

福野

　山本　　弘

庄西

　横山　平男

常
務
理
事

庄東

　荒川　弘章

代
表
・
常
勤
監
事

全域

　佐藤　章一

常
務
理
事

庄西

　土田　英雄
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史
　 

八
田
　
俊
伸

林
　
　
　
久
　 

林
　
　
憲
隆
　 

八
田
　
栄
松

安
念
　
正
一
　 

斉
藤
喜
三
郎
　 

齊
藤
　
善
文

片
山
　
千
成
　 

平
　
　
順
一
　 

松
下
　
智
一

福
澤
　
昭
夫
　 

福
沢
三
喜
夫

島
田
　
寿
男
　 

福
島
　
将
晃
　 

斉
藤
　
俊
明

山
本
　
和
義
　 

森
　
　
弘
己
　 

示
野
　
秀
行

竹
端
　
和
行
　 

高
島
　
康
治
　 

近
江
　
清
憲

川
岸
　
一
也
　 

長
崎
　
竹
景
　 

松
田
　
義
浩

松
浦
　
正
一
　 

永
森
　
外
彦
　 

長
久
　
武
志

江
成
　
俊
昭
　 

石
崎
　
隆
亮
　 

石
﨑
　
久
雄

山
崎
　
英
嗣

島
田
　
清
文
　 

米
山
　
史
晃
　 

榊
　
　
泰
雄

島
田
　
　
明
　 

石
丸
　
順
雄
　 

安
カ
川
正
之

宮
野
　
祐
彰
　 

田
中
　
孝
俊
　 

信
田
　
博
丈

土
田
　
　
博
　 

宮
田
　
敬
三
　 

田
島
　
弘
文

長
森
　
好
彦
　 

今
井
　
邦
雄
　 

種
窪
　
武
次

青
山
　
義
雄
　 

宮
田
　
靖
博
　 

山
本
　
晴
夫

山
本
　
芳
郎
　 

西
口
　
忠
光

谷
井
　
春
男
　 

吉
田
　
政
信
　 

大
原
　
茂
政

竹
部
　
康
広
　 

宮
木
　
弥
淳
　 

山
田
　
信
次

島
　
　
秀
雄
　 

丹
川
　
浩
成
　 

池
田
　
義
昭

原
野
　
　
豊
　 

板
屋
　
雅
一
　 

山
本
　
建
一

大
澤
　
嘉
和
　 

平
井
　
宗
壽
　 

池
田
　
博
美

倉
田
　
博
志
　 

前
田
　
英
明

中
川
　
明
広
　 

勝
井
　
幹
雄
　 

森
田
　
圭
一

齋
藤
　
　
昇
　 

野
村
　
正
弘
　 

朝
山
　
輝
一

田
島
　
英
行
　 

小
山
　
修
一
　 

大
谷
　
久
夫

小
椙
　
博
史
　 

津
田
　
博
光
　 

梅
木
　
源
友

宮
田
　
　
実
　 

芝
井
　
　
広
　 

冨
田
　
　
毅

苗
加
　
　
弘
　 

沼
田
　
良
晴
　 

岩
瀬
　
正
彦

大
坪
　
義
嗣
　 

川
森
　
正
弘
　 

鍋
島
　
孝
志

千
代
　
　
豊
　 

藤
井
外
志
子
　 

河
合
　
玉
喜

浦
井
　
邦
男
　 

大
門
　
豊
和
　 

俵
　
　
久
成

早
川
　
敦
司
　 

伏
田
浩
祐
樹
　 

城
宝
　
泰
宏

斉
藤
　
幸
一
　 

中
田
　
　
悟
　 

南
部
　
敏
孝

城
宝
　
宗
信
　 

吉
田
　
　
宏
　 

翠
　
　
清
彦

佐
竹
　
　
保
　 

大
窪
　
範
広
　 

中
嶋
　
純
一

大
窪
　
　
功
　 

雨
野
　
由
典
　 

清
嶋
　
欣
治

古
瀬
　
真
一
　 

岩
崎
　
　
進
　 

櫻
井
　
　
一

神
能
正
与
志
　 

片
山
　
昌
浩
　 

下
田
　
栄
樹

山
田
　
宗
憲
　 

中
村
　
貞
信
　 

南
　
　
勇
雄

吉
田
　
一
男
　 

神
林
　
幸
弘
　 

大
橋
　
　
誠

石
井
　
　
雅
　 

山
本
　
紀
和
　 

重
原
　
　
勝

重
原
　
　
裕
　 

吉
田
　
　
充
　 

金
道
　
　
彰

林
　
　
明
仁

高
野
　
晋
一
　 

高
田
　
聖
司
　 

川
合
　
一
人

堀
池
　
栄
二
　 

古
木
　
幸
雄
　 

藤
田
　
幸
雄

小
森
　
泰
明
　 

伊
藤
　
信
子
　 

成
瀬
　
克
巳

柴
田
　
　
章
　 

南
　
　
孝
志
　 

佐
々
木
吉
嗣

神
田
　
英
範
　 

寺
西
　
利
典
　 

河
合
　
正
明

徳
永
　
正
秋
　 

水
口
　
　
聡

池
田
　
昌
秀
　 

武
蔵
　
正
徳
　 

齊
藤
　
仁
則

斉
藤
　
博
章
　 

金
谷
　
孝
雄
　 

木
下
　
清
博

山
谷
　
　
靖

重
倉
　
博
志
　 

竹
田
　
　
肇
　 

安
丸
　
定
昭

大
居
　
豊
信
　 

川
高
　
謙
一
　 

作
家
　
重
徳

山
竹
　
　
進
　 

北
谷
　
　
修

柴
垣
　
文
雄
　 

石
黒
　
助
雄
　 

梅
本
　
英
孝

嶋
田
　
俊
治
　 

中
村
　
光
夫
　 

藤
井
　
輝
一

伊
東
　
正
樹
　 

朝
倉
　
　
正
　 

高
橋
　
雅
幸

前
野
　
　
久
　 

脊
戸
　
高
志

齋
藤
　
幸
二
　 

川
岸
　
忠
司
　 

小
西
　
定
雄

松
井
　
幸
一
　 

柴
田
　
博
基
　 

石
黒
　
淳
一

柴
田
　
秀
之
　 

森
松
　
　
祥
　 

藤
永
　
晶
三

野
村
　
忠
平
　 

上
田
　
一
清
　 

島
田
　
博
英

宮
島
　
　
猛
　 

島
田
　
幸
夫
　 

中
村
　
信
一

京
部
　
昭
一
　 

松
原
　
正
之
　 

神
下
　
　
茂

南
　
　
雄
三
　 

吉
藤
　
助
治
　 

水
元
　
安
次

真
田
　
　
猛

小
谷
　
太
平
　 

菊
池
　
　
章
　 

小
谷
　
勇
美

有
澤
　
隆
三
　 

有
澤
　
武
志
　 

上
野
　
貴
史

松
本
　
忠
美
　 

上
野
　
厚
正
　 

田
中
　
敏
彦

川
合
潤
一
郎
　 

谷
口
　
建
三

長
谷
川
正
信
　 

高
桑
　
　
登
　 

堀
井
　
　
傑

山
田
甲
子
彦
　 

永
原
　
　
清
　 

川
岸
　
　
裕

山
本
　
　
稔
　 

松
田
　
博
志
　 

池
田
　
隆
志

池
田
　
浩
吉
　 

池
田
　
謙
二
　 

武
田
　
三
嘉

川
縁
　
　
実
　 

細
川
　
　
徹
　 
山
田
　
敏
行

狩
野
　
和
浩
　 

山
崎
　
敏
幸
　 
田
村
　
裕
嗣

篠
原
　
　
司
　 

山
本
　
義
秀

玉
井
　
善
治
　 

橋
場
　
一
郎
　 

岩
倉
味
津
夫

岩
倉
　
清
司
　 

松
平
　
　
宏
　 

傍
田
　
敏
男

中
嶋
　
正
昌
　 

宮
島
　
研
一
　 

武
田
　
秀
隆

森
川
　
武
雄
　 

神
田
　
憲
一
　 

岩
倉
　
久
範

寺
西
　
雅
典

佐
竹
　
弘
昭
　 

岩
崎
　
宏
志
　 

往
蔵
　
政
人

城
寶
　
達
雄
　 

細
川
　
忠
克
　 

長
谷
川
光
徳

板
橋
　
一
徳
　 

斉
藤
　
嘉
明
　 

吉
田
　
専
一

長
谷
　
寛
子
　 

河
原
　
禮
子
　 

村
岡
　
佳
篤

吉
田
勝
裕
喜
　 

中
山
　
栄
一
　 

澤
田
　
聡
樹

藤
永
　
隆
夫
　 

髙
田
　
礼
彦
　 

荒
木
　
　
修

長
谷
川
　
勲
　 

松
川
　
　
久
　 

松
川
　
正
明

石
倉
　
和
宏

平
田
　
明
徳
　 

笠
野
　
千
尋
　 

高
熊
　
康
雄

百
澤
　
光
義
　 

米
澤
　
正
好
　 

長
谷
　
英
毅

野
原
　
直
人
　 

笠
原
　
英
志
　 

宮
下
　
朝
彦

野
原
　
秀
則
　 

春
田
　
勝
廣
　 

野
原
　
岩
一

岡
部
　
光
昭

下
保
　
豊
秋
　 

吉
田
　
太
郎
　 

中
村
　
幸
信

森
田
　
俊
孝
　 

佐
武
久
美
昭
　 

西
谷
　
修
三

深
谷
　
敏
雄
　 

近
藤
　
　
隆
　 

老
松
　
明
広

老
松
　
久
志
　 

渡
邉
　
正
光
　 

古
田
　
康
則

島
崎
　
孝
一
　 

古
島
　
一
郎
　 

米
田
　
信
孝

横
川
　
達
乃
　 

堀
　
　
幸
男
　 

大
島
　
英
義

本
田
　
幸
晴

武
部
　
　
賢
　 

末
永
　
　
勝
　 

川
田
　
清
一

末
永
　
　
優
　 

惣
田
　
弘
樹
　 

五
嶋
　
彰
人

出
村
　
晃
一
　 

惣
田
　
照
夫
　 

今
井
　
　
勤

斉
藤
　
文
昭
　 

岡
本
　
年
生
　 

瀬
尾
　
公
一

瀬
尾
　
　
毅

飯
田
　
裕
克
　 

水
上
　
修
一
　 

山
田
三
喜
男

小
西
　
喜
孝
　 

畑
　
　
誠
一
　 

藤
井
　
　
直

藤
井
　
　
悟
　 

林
　
　
栄
一
　 

南
部
　
哲
朗

藤
井
　
信
二
　 

南
部
　
弘
明
　 

横
山
　
文
美

飯
田
　
辰
幸
　 

藤
井
　
隆
司
　 

小
西
　
啓
介

川
田
　
文
彦
　 

川
田
　
政
和
　 

藤
田
　
　
栄

的
池
　
雅
夫
　 
水
溜
　
和
広
　 

西
村
　
和
明

中
居
　
正
男
　 

野
村
　
光
男
　 

野
村
　
清
貴

寺
島
　
　
斎
　 

余
西
　
数
美
　 

宮
島
　
　
勇

宮
崎
　
悦
夫
　 

長
原
　
一
成
　 
小
幡
　
一
博

小
幡
　
良
和
　 

荒
木
　
敏
一
　 
柏
樹
　
康
博

吉
田
　
雅
一
　 

吉
川
　
一
美
　 

北
島
由
美
子

増
神
千
恵
子

犀
川
　
厳
雄
　 

川
邉
　
忠
光
　 

川
辺
　
敏
行

川
辺
　
　
章
　 

川
辺
　
修
平
　 

髙
木
　
清
一

田
邉
　
博
之
　 

川
辺
　
智
紀
　 

長
井
　
邦
雄

犀
川
　
　
彰
　 

森
河
　
信
朗
　 

小
倉
　
　
博

川
辺
　
隆
雄
　 

三
部
　
隆
雄
　 

寺
井
　
清
司

竹
部
　
邦
雄

藤
本
　
　
淳
　 

川
西
　
　
敬
　 

村
中
　
　
徹

林
　
　
良
一
　 

寺
島
　
　
猛
　 

大
谷
　
正
美

中
明
　
哲
文
　 

山
本
　
信
二
　 

鹿
嶋
　
博
巳

吉
田
　
　
弘
　 

吉
岡
　
龍
範
　 

石
崎
　
元
蔵

清
澤
　
宗
義
　 

辻
　
　
直
道
　 

長
井
　
宗
光

山
本
　
健
治
　 

宮
西
　
　
貢
　 

島
田
利
津
夫

室
永
　
　
貢
　 

樋
掛
　
辰
徳
　 

小
倉
　
博
之

室
﨑
　
　
忍
　 

柴
田
　
昭
良
　 

中
西
　
信
一

竹
林
　
秀
明
　 

中
島
　
道
長
　 

中
山
　
克
文

野
原
　
利
彦
　 

柴
田
　
佳
一
　 

野
原
　
正
一

黒
田
　
　
治
　 

長
瀬
　
　
孝

匠
　
　
敏
秋
　 

小
林
　
勝
一
　 

中
西
　
敏
憲

渡
辺
　
　
昇
　 
野
理
　
義
光
　 

中
道
　
清
志

則
島
　
政
法
　 

砂
岡
　
　
誠
　 

平
田
　
秀
一

砂
道
　
憲
雄
　 

前
田
　
正
雄
　 

小
竹
　
俊
雄

毛
利
　
浩
一
　 

高
橋
　
尚
平
　 

川
島
　
正
一

池
守
　
重
信
　 

澤
野
　
堅
次
　 

伊
藤
　
幸
夫

宮
本
　
健
一
　 

辻
倉
　
昭
裕
　 

髙
道
　
敏
一

高
野
　
哲
郎
　 

仁
木
　
　
道
　 

中
川
　
昭
一

山
田
　
茂
巳
　 

市
山
　
　
清
　 

伊
藤
　
仁
嗣

鈴
木
　
茂
信
　 

宮
井
　
友
則
　 

榮
前
田
勇
一

中
嶋
　
正
治
　 

西
嶋
　
辰
也
　 

西
嶋
　
　
明

西
島
　
隆
之
　 

川
田
　
友
清
　 

仁
木
　
浩
昭

大
嶋
　
一
吉
　 

庄
田
　
浩
二

川
原
　
健
一
　 

今
堀
　
喜
一
　 

中
本
　
吉
則

大
島
　
勲
夫
　 

中
島
　
博
幸
　 

向
井
　
幹
雄

小
野
　
　
崇
　 

中
居
　
茂
喜
　 

杉
林
　
辰
夫

櫻
井
　
昭
洋
　 

南
　
　
文
男
　 

亀
永
　
辰
之

石
崎
　
健
治
　 

岡
部
　
　
豊

松
本
　
孫
衛
　 

松
本
　
幸
伸
　 

元
井
　
慎
治

河
原
　
一
夫
　 

吉
田
　
　
巌
　 

村
井
　
啓
祐

島
田
　
達
男
　 

山
本
　
清
生
　 

山
田
　
正
真

石
田
　
知
誉
　 

加
納
　
誠
信
　 

石
崎
　
義
拓

吉
田
　
一
馬
　 

吉
田
　
光
男
　 

西
田
　
　
訓

近
江
　
　
清
　 

藤
井
　
満
男
　 

山
木
　
一
且

和
泉
藤
代
治
　 

尾
崎
　
武
司
　 

永
井
　
耕
伸

松
本
　
正
裕
　 

中
島
　
秀
範
　 

中
島
　
昭
治

林
　
　
源
治
　 

近
藤
　
一
雄
　 

江
田
　
喜
孝

齊
田
　
吉
洋
　 

安
藤
　
一
昭
　 

江
畑
　
清
司

布
原
　
伸
一

田
嶋
　
　
進
　 

水
上
　
泰
男
　 

平
木
　
秋
弘

安
念
　
義
久
　 

宮
腰
美
代
子
　 

宮
脇
　
博
之

第
11
期
総
代 

（
令
和
2
年
６
月
１
日
〜
令
和
5
年
５
月
31
日
）

出
　町

般
　若

東
般
若

栴
檀
野

栴
檀
山

野
　尻

安
　居

井
　波

南
山
見

山
　野

利
　賀

種
　田

青
　島

東
山
見

雄
　神

福
野
高
瀬

井
波
高
瀬

南
野
尻

広
　塚

東
石
黒

鷹
　栖

高
　波

油
　田

南
般
若

柳
　瀬

太
　田

若
　林

林

五
鹿
屋

東
野
尻

庄
　下

中
　野 第

11
期
総
代
に

５
０
０
人
が
就
任

　
３
月
31
日（
火
）に
第
11
期
総
代
選
挙
が
公
告
さ
れ
、
全
選
挙
区
で
立
候
補
者
が

選
挙
す
る
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
立
候
補
者
５
０
０
名
全
員
が
無
投
票
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
１
日（
月
）に
就
任
し
、
任
期
は
３
年
で
す
。
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尾
田
　
孝
夫
　 

安
念
　
博
利
　 

金
子
　
謙
次

安
念
　
則
夫
　 

平
木
　
伸
幸
　 

金
子
　
　
真

上
田
　
幹
雄
　 

佐
伯
　
勝
弘
　 

境
　
　
芳
孝

松
井
　
絹
子

黒
田
　
利
博
　 

今
川
　
義
彰
　 

河
口
　
正
一

丸
岡
　
栄
春
　 
久
田
　
純
一
　 

千
保
　
由
治

安
藤
　
一
明
　 

辻
　
　
栄
修
　 

林
　
　
健
司

開
田
　
健
嗣
　 

三
門
明
宏
史
　 

八
田
　
俊
伸

林
　
　
　
久
　 

林
　
　
憲
隆
　 
八
田
　
栄
松

安
念
　
正
一
　 

斉
藤
喜
三
郎
　 
齊
藤
　
善
文

片
山
　
千
成
　 

平
　
　
順
一
　 

松
下
　
智
一

福
澤
　
昭
夫
　 

福
沢
三
喜
夫

島
田
　
寿
男
　 

福
島
　
将
晃
　 

斉
藤
　
俊
明

山
本
　
和
義
　 

森
　
　
弘
己
　 

示
野
　
秀
行

竹
端
　
和
行
　 

高
島
　
康
治
　 

近
江
　
清
憲

川
岸
　
一
也
　 

長
崎
　
竹
景
　 

松
田
　
義
浩

松
浦
　
正
一
　 

永
森
　
外
彦
　 

長
久
　
武
志

江
成
　
俊
昭
　 

石
崎
　
隆
亮
　 

石
﨑
　
久
雄

山
崎
　
英
嗣

島
田
　
清
文
　 

米
山
　
史
晃
　 

榊
　
　
泰
雄

島
田
　
　
明
　 

石
丸
　
順
雄
　 

安
カ
川
正
之

宮
野
　
祐
彰
　 

田
中
　
孝
俊
　 

信
田
　
博
丈

土
田
　
　
博
　 

宮
田
　
敬
三
　 

田
島
　
弘
文

長
森
　
好
彦
　 

今
井
　
邦
雄
　 

種
窪
　
武
次

青
山
　
義
雄
　 

宮
田
　
靖
博
　 

山
本
　
晴
夫

山
本
　
芳
郎
　 

西
口
　
忠
光

谷
井
　
春
男
　 

吉
田
　
政
信
　 

大
原
　
茂
政

竹
部
　
康
広
　 

宮
木
　
弥
淳
　 

山
田
　
信
次

島
　
　
秀
雄
　 

丹
川
　
浩
成
　 

池
田
　
義
昭

原
野
　
　
豊
　 

板
屋
　
雅
一
　 

山
本
　
建
一

大
澤
　
嘉
和
　 

平
井
　
宗
壽
　 

池
田
　
博
美

倉
田
　
博
志
　 

前
田
　
英
明

中
川
　
明
広
　 

勝
井
　
幹
雄
　 

森
田
　
圭
一

齋
藤
　
　
昇
　 

野
村
　
正
弘
　 

朝
山
　
輝
一

田
島
　
英
行
　 

小
山
　
修
一
　 

大
谷
　
久
夫

小
椙
　
博
史
　 

津
田
　
博
光
　 

梅
木
　
源
友

宮
田
　
　
実
　 

芝
井
　
　
広
　 

冨
田
　
　
毅

苗
加
　
　
弘
　 

沼
田
　
良
晴
　 

岩
瀬
　
正
彦

大
坪
　
義
嗣
　 

川
森
　
正
弘
　 

鍋
島
　
孝
志

千
代
　
　
豊
　 

藤
井
外
志
子
　 

河
合
　
玉
喜

浦
井
　
邦
男
　 

大
門
　
豊
和
　 

俵
　
　
久
成

早
川
　
敦
司
　 

伏
田
浩
祐
樹
　 

城
宝
　
泰
宏

斉
藤
　
幸
一
　 

中
田
　
　
悟
　 

南
部
　
敏
孝

城
宝
　
宗
信
　 
吉
田
　
　
宏
　 

翠
　
　
清
彦

佐
竹
　
　
保
　 
大
窪
　
範
広
　 

中
嶋
　
純
一

大
窪
　
　
功
　 

雨
野
　
由
典
　 

清
嶋
　
欣
治

古
瀬
　
真
一
　 

岩
崎
　
　
進
　 
櫻
井
　
　
一

神
能
正
与
志
　 

片
山
　
昌
浩
　 
下
田
　
栄
樹

山
田
　
宗
憲
　 

中
村
　
貞
信
　 

南
　
　
勇
雄

吉
田
　
一
男
　 

神
林
　
幸
弘
　 

大
橋
　
　
誠

石
井
　
　
雅
　 

山
本
　
紀
和
　 

重
原
　
　
勝

重
原
　
　
裕
　 

吉
田
　
　
充
　 

金
道
　
　
彰

林
　
　
明
仁

高
野
　
晋
一
　 

高
田
　
聖
司
　 

川
合
　
一
人

堀
池
　
栄
二
　 

古
木
　
幸
雄
　 

藤
田
　
幸
雄

小
森
　
泰
明
　 

伊
藤
　
信
子
　 

成
瀬
　
克
巳

柴
田
　
　
章
　 

南
　
　
孝
志
　 

佐
々
木
吉
嗣

神
田
　
英
範
　 

寺
西
　
利
典
　 

河
合
　
正
明

徳
永
　
正
秋
　 

水
口
　
　
聡

池
田
　
昌
秀
　 

武
蔵
　
正
徳
　 

齊
藤
　
仁
則

斉
藤
　
博
章
　 

金
谷
　
孝
雄
　 

木
下
　
清
博

山
谷
　
　
靖

重
倉
　
博
志
　 

竹
田
　
　
肇
　 

安
丸
　
定
昭

大
居
　
豊
信
　 

川
高
　
謙
一
　 

作
家
　
重
徳

山
竹
　
　
進
　 

北
谷
　
　
修

柴
垣
　
文
雄
　 

石
黒
　
助
雄
　 

梅
本
　
英
孝

嶋
田
　
俊
治
　 

中
村
　
光
夫
　 

藤
井
　
輝
一

伊
東
　
正
樹
　 

朝
倉
　
　
正
　 

高
橋
　
雅
幸

前
野
　
　
久
　 

脊
戸
　
高
志

齋
藤
　
幸
二
　 

川
岸
　
忠
司
　 

小
西
　
定
雄

松
井
　
幸
一
　 

柴
田
　
博
基
　 

石
黒
　
淳
一

柴
田
　
秀
之
　 

森
松
　
　
祥
　 

藤
永
　
晶
三

野
村
　
忠
平
　 

上
田
　
一
清
　 

島
田
　
博
英

宮
島
　
　
猛
　 

島
田
　
幸
夫
　 

中
村
　
信
一

京
部
　
昭
一
　 

松
原
　
正
之
　 

神
下
　
　
茂

南
　
　
雄
三
　 

吉
藤
　
助
治
　 

水
元
　
安
次

真
田
　
　
猛

小
谷
　
太
平
　 

菊
池
　
　
章
　 

小
谷
　
勇
美

有
澤
　
隆
三
　 

有
澤
　
武
志
　 

上
野
　
貴
史

松
本
　
忠
美
　 
上
野
　
厚
正
　 

田
中
　
敏
彦

川
合
潤
一
郎
　 

谷
口
　
建
三

長
谷
川
正
信
　 

高
桑
　
　
登
　 

堀
井
　
　
傑

山
田
甲
子
彦
　 

永
原
　
　
清
　 

川
岸
　
　
裕

山
本
　
　
稔
　 

松
田
　
博
志
　 

池
田
　
隆
志

池
田
　
浩
吉
　 

池
田
　
謙
二
　 

武
田
　
三
嘉

川
縁
　
　
実
　 

細
川
　
　
徹
　 

山
田
　
敏
行

狩
野
　
和
浩
　 

山
崎
　
敏
幸
　 

田
村
　
裕
嗣

篠
原
　
　
司
　 

山
本
　
義
秀

玉
井
　
善
治
　 

橋
場
　
一
郎
　 

岩
倉
味
津
夫

岩
倉
　
清
司
　 

松
平
　
　
宏
　 

傍
田
　
敏
男

中
嶋
　
正
昌
　 

宮
島
　
研
一
　 

武
田
　
秀
隆

森
川
　
武
雄
　 

神
田
　
憲
一
　 

岩
倉
　
久
範

寺
西
　
雅
典

佐
竹
　
弘
昭
　 

岩
崎
　
宏
志
　 

往
蔵
　
政
人

城
寶
　
達
雄
　 

細
川
　
忠
克
　 

長
谷
川
光
徳

板
橋
　
一
徳
　 

斉
藤
　
嘉
明
　 

吉
田
　
専
一

長
谷
　
寛
子
　 

河
原
　
禮
子
　 

村
岡
　
佳
篤

吉
田
勝
裕
喜
　 

中
山
　
栄
一
　 

澤
田
　
聡
樹

藤
永
　
隆
夫
　 

髙
田
　
礼
彦
　 

荒
木
　
　
修

長
谷
川
　
勲
　 

松
川
　
　
久
　 

松
川
　
正
明

石
倉
　
和
宏

平
田
　
明
徳
　 

笠
野
　
千
尋
　 

高
熊
　
康
雄

百
澤
　
光
義
　 

米
澤
　
正
好
　 

長
谷
　
英
毅

野
原
　
直
人
　 

笠
原
　
英
志
　 

宮
下
　
朝
彦

野
原
　
秀
則
　 

春
田
　
勝
廣
　 

野
原
　
岩
一

岡
部
　
光
昭

下
保
　
豊
秋
　 

吉
田
　
太
郎
　 

中
村
　
幸
信

森
田
　
俊
孝
　 

佐
武
久
美
昭
　 

西
谷
　
修
三

深
谷
　
敏
雄
　 

近
藤
　
　
隆
　 

老
松
　
明
広

老
松
　
久
志
　 

渡
邉
　
正
光
　 

古
田
　
康
則

島
崎
　
孝
一
　 

古
島
　
一
郎
　 

米
田
　
信
孝

横
川
　
達
乃
　 

堀
　
　
幸
男
　 

大
島
　
英
義

本
田
　
幸
晴

武
部
　
　
賢
　 

末
永
　
　
勝
　 

川
田
　
清
一

末
永
　
　
優
　 

惣
田
　
弘
樹
　 

五
嶋
　
彰
人

出
村
　
晃
一
　 

惣
田
　
照
夫
　 

今
井
　
　
勤

斉
藤
　
文
昭
　 

岡
本
　
年
生
　 

瀬
尾
　
公
一

瀬
尾
　
　
毅

飯
田
　
裕
克
　 

水
上
　
修
一
　 

山
田
三
喜
男

小
西
　
喜
孝
　 

畑
　
　
誠
一
　 

藤
井
　
　
直

藤
井
　
　
悟
　 

林
　
　
栄
一
　 

南
部
　
哲
朗

藤
井
　
信
二
　 

南
部
　
弘
明
　 

横
山
　
文
美

飯
田
　
辰
幸
　 

藤
井
　
隆
司
　 

小
西
　
啓
介

川
田
　
文
彦
　 

川
田
　
政
和
　 

藤
田
　
　
栄

的
池
　
雅
夫
　 

水
溜
　
和
広
　 

西
村
　
和
明

中
居
　
正
男
　 

野
村
　
光
男
　 

野
村
　
清
貴

寺
島
　
　
斎
　 

余
西
　
数
美
　 

宮
島
　
　
勇

宮
崎
　
悦
夫
　 

長
原
　
一
成
　 

小
幡
　
一
博

小
幡
　
良
和
　 

荒
木
　
敏
一
　 

柏
樹
　
康
博

吉
田
　
雅
一
　 

吉
川
　
一
美
　 

北
島
由
美
子

増
神
千
恵
子

犀
川
　
厳
雄
　 

川
邉
　
忠
光
　 

川
辺
　
敏
行

川
辺
　
　
章
　 

川
辺
　
修
平
　 

髙
木
　
清
一

田
邉
　
博
之
　 

川
辺
　
智
紀
　 

長
井
　
邦
雄

犀
川
　
　
彰
　 

森
河
　
信
朗
　 

小
倉
　
　
博

川
辺
　
隆
雄
　 

三
部
　
隆
雄
　 

寺
井
　
清
司

竹
部
　
邦
雄

藤
本
　
　
淳
　 

川
西
　
　
敬
　 

村
中
　
　
徹

林
　
　
良
一
　 

寺
島
　
　
猛
　 

大
谷
　
正
美

中
明
　
哲
文
　 

山
本
　
信
二
　 

鹿
嶋
　
博
巳

吉
田
　
　
弘
　 

吉
岡
　
龍
範
　 

石
崎
　
元
蔵

清
澤
　
宗
義
　 

辻
　
　
直
道
　 

長
井
　
宗
光

山
本
　
健
治
　 

宮
西
　
　
貢
　 

島
田
利
津
夫

室
永
　
　
貢
　 

樋
掛
　
辰
徳
　 

小
倉
　
博
之

室
﨑
　
　
忍
　 

柴
田
　
昭
良
　 

中
西
　
信
一

竹
林
　
秀
明
　 

中
島
　
道
長
　 

中
山
　
克
文

野
原
　
利
彦
　 

柴
田
　
佳
一
　 

野
原
　
正
一

黒
田
　
　
治
　 

長
瀬
　
　
孝

匠
　
　
敏
秋
　 

小
林
　
勝
一
　 

中
西
　
敏
憲

渡
辺
　
　
昇
　 

野
理
　
義
光
　 

中
道
　
清
志

則
島
　
政
法
　 

砂
岡
　
　
誠
　 

平
田
　
秀
一

砂
道
　
憲
雄
　 

前
田
　
正
雄
　 

小
竹
　
俊
雄

毛
利
　
浩
一
　 

高
橋
　
尚
平
　 

川
島
　
正
一

池
守
　
重
信
　 

澤
野
　
堅
次
　 

伊
藤
　
幸
夫

宮
本
　
健
一
　 

辻
倉
　
昭
裕
　 

髙
道
　
敏
一

高
野
　
哲
郎
　 

仁
木
　
　
道
　 

中
川
　
昭
一

山
田
　
茂
巳
　 

市
山
　
　
清
　 

伊
藤
　
仁
嗣

鈴
木
　
茂
信
　 

宮
井
　
友
則
　 

榮
前
田
勇
一

中
嶋
　
正
治
　 

西
嶋
　
辰
也
　 

西
嶋
　
　
明

西
島
　
隆
之
　 

川
田
　
友
清
　 

仁
木
　
浩
昭

大
嶋
　
一
吉
　 

庄
田
　
浩
二

川
原
　
健
一
　 

今
堀
　
喜
一
　 

中
本
　
吉
則

大
島
　
勲
夫
　 

中
島
　
博
幸
　 

向
井
　
幹
雄

小
野
　
　
崇
　 

中
居
　
茂
喜
　 

杉
林
　
辰
夫

櫻
井
　
昭
洋
　 

南
　
　
文
男
　 

亀
永
　
辰
之

石
崎
　
健
治
　 

岡
部
　
　
豊

松
本
　
孫
衛
　 

松
本
　
幸
伸
　 

元
井
　
慎
治

河
原
　
一
夫
　 

吉
田
　
　
巌
　 

村
井
　
啓
祐

島
田
　
達
男
　 

山
本
　
清
生
　 

山
田
　
正
真

石
田
　
知
誉
　 

加
納
　
誠
信
　 

石
崎
　
義
拓

吉
田
　
一
馬
　 

吉
田
　
光
男
　 

西
田
　
　
訓

近
江
　
　
清
　 

藤
井
　
満
男
　 

山
木
　
一
且

和
泉
藤
代
治
　 

尾
崎
　
武
司
　 

永
井
　
耕
伸

松
本
　
正
裕
　 

中
島
　
秀
範
　 

中
島
　
昭
治

林
　
　
源
治
　 

近
藤
　
一
雄
　 

江
田
　
喜
孝

齊
田
　
吉
洋
　 

安
藤
　
一
昭
　 

江
畑
　
清
司

布
原
　
伸
一

田
嶋
　
　
進
　 

水
上
　
泰
男
　 

平
木
　
秋
弘

安
念
　
義
久
　 

宮
腰
美
代
子
　 

宮
脇
　
博
之

第
11
期
総
代 

（
令
和
2
年
６
月
１
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新型コロナウイルス
感染症について　　　　　

身のまわりを清潔にしましょう

　新型コロナウイルスの出現に伴い、飛沫感染や接触感染、さらには近距離での会話への対策をこれまで以上に取り入れ
た生活様式を実践していく必要があります。無症状や軽症の人であっても、他の人に感染を広げる例があります。新型コロ
ナウイルス感染症対策には、自らを感染から守るだけでなく、自らが周囲に感染を拡大させないことが不可欠です。

　感染防止策については、マスク着用を含む咳エチケットや手洗い、アルコール消毒液などにより感染経路を断つことが
重要であり、身のまわりを清潔にすることが大事です。消毒液の入手が難しい場合には下記を踏まえ、食器・手すり・ドア
ノブなど、身近な物の消毒に熱水や塩素系漂白剤を使用し、ウイルスの除去に努めましょう。

感染したと思ったら
　「帰国者・接触者相談センター」では、新型コロナウイルス感染症が
疑われる方の相談を受け付けています。同センターでは、相談内容か
ら同感染症の疑いがあると判断した場合、その方へ適切な診察を行う
「帰国者・接触者外来」への受診調整を行っています。

●砺波厚生センター　TEL 0763-22-3512　FAX 0763-22-7235

●まめに手洗い・手指消毒　　
●咳エチケットの徹底　　
●こまめに換気　　
●身体的距離の確保　　
●「３密」の回避（密集、密接、密閉）　　
●毎朝、体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養

●日常生活を営む上での基本的生活様式

[買い物]
●通販も利用
●1人または少人数ですいた時間に
●電子決済の利用
●計画をたてて素早く済ます
●サンプルなど展示品への接触は
　控えめに
●レジに並ぶときは、前後にスペース

[娯楽、スポーツ等]
●公園はすいた時間、場所を選ぶ
●筋トレやヨガは自宅で動画を活用
●ジョギングは少人数で
●すれ違うときは距離をとるマナー
●予約制を利用してゆったりと
●狭い部屋での長居は無用
●歌や応援は、十分な距離かオンライン

[公共交通機関の利用]
●会話は控えめに
●混んでいる時間帯は避けて
●徒歩や自転車利用も併用する

[食事]
●持ち帰りや出前、デリバリーも
●屋外空間で気持ちよく
●大皿は避けて、料理は個々に
●対面ではなく横並びで座ろう
●料理に集中、おしゃべりは控えめに
●お酌、グラスやお猪口の回し飲みは
　避けて

[冠婚葬祭などの親族行事]
●多人数での会食は避けて
●発熱や風邪の症状がある場合は参加
　しない

●日常生活の各場面別の生活様式
Question : 潜伏期間はどれくらいありますか？
Answer : WHOの知見によれば、現時点で潜伏期間は1-14
日（一般的には約５日）とされており、また、これまでのコ
ロナウイルスの情報などから、未感染者については14日間
にわたり健康状態を観察することが推奨されています。

Question : 一度新型コロナウイルスの感染が確認された方
が退院し、後に再度PCR検査を行ったところ、陽性反応が
出た事例が大阪府で報告されましたが、これはなぜですか？
Answer : 一般的には、感染症は一度軽快したら、短期間に
再感染することは考えにくいとされています。一方で、PCR
検査は陰性となったものの、完治していないことがあり、一
旦軽快していた感染が再燃することもあります。

Question : 無症状病原体保有者（症状はないがPCR検査が
陽性だった者）から感染しますか。
Answer : 通常、肺炎などを起こすウイルス感染症の場合、
症状が最も強く現れる時期に、他者へウイルスを感染させ
る可能性も最も高くなります。一方で、無症候又は症状の明
確でない者から感染が広がるおそれがあるとの専門家の指
摘や研究結果もあります。

Question : 新型コロナウイルス感染症で治療を受けた場
合、治癒したと判断されるのはどういう場合ですか。また、
新型コロナウイルスに効く薬はまだないのに、どうして治
癒するのでしょうか。
Answer : 発熱や咳等の呼吸器症状が消失し、鼻腔や気管な
どからウイルスを検出できなくなった状況を｢治癒した｣と
判断しています。また、この新型コロナウイルスそのものに
効く抗ウイルス薬はまだ確立しておらず、ウイルスが上気
道や肺で増えることで生じる発熱や咳などの症状を緩和す
る目的の治療（対症療法）として、解熱剤や鎮咳薬の投与や、
点滴等が実施されています。対症療法により、全身状態をサ
ポートすることで、この間ウイルスに対する抗体が作られ
るようになり、ウイルスが排除されて治癒に至ると考えら
れます。

Question : 新型コロナウイルスは重症化しやすいのですか。
Answer : 新型コロナウイルスに感染した人は、軽症であっ
たり、治癒する方も多いです。国内の症例では、発熱や呼吸
器症状が1週間前後持続することが多く、強いだるさを訴
える方が多いようです。新型コロナウイルスによる肺炎が

重篤化した場合は、人工呼吸器など集中治療を要し、季節性
インフルエンザよりも入院期間が長くなる事例が報告され
ています。高齢者や基礎疾患（糖尿病、心不全、呼吸器疾患
など）を有する方では、重症化するリスクが高いと考えられ
ています。

Question : 医療従事者やスーパーの店員などへのハラス
メントが起こっているのですか。
Answer : 医師や看護師、看護助手、臨床工学技士、臨床検
査技師、保健所の方々などの医療従事者は、感染防御を十分
にした上で、患者の検査や治療、新型コロナウイルス感染症
のまん延を防止するなどといった、私たちの命を救うため
の仕事を行っています。医療従事者以外でも、介護施設、保
育所、スーパー、薬局、トラック運送、清掃など、私たちの生
活は、これらの様々な方々により支えられています。
　こうした方々や、感染者・濃厚接触者に対して、感染に関
する誤解や偏見に基づく差別を行うことは許されません。
公的機関の提供する正確な情報を入手し，冷静な行動に努
めて下さい。

Question : 妊娠中に新型コロナウイルスに感染した場合、
どのような症状や胎児への影響がありますか。
Answer : 現時点では、妊娠後期に新型コロナウイルスに感
染したとしても、経過や重症度は妊娠していない方と変わ
らないとされています。胎児のウイルス感染症例が海外で
報告されていますが、胎児の異常や死産、流産を起こしやす
いという報告はありません。したがって、妊娠中でも過度な
心配はいりません。しかしながら、一般的に、妊娠中に肺炎
を起こした場合、妊娠していない時に比べて重症化しやす
いという意見もあります。

Question : 歯科医師もPCR検査ができるようになる、とい
う報道がありました。歯科診療所でPCR検査を行ってもら
うことができますか。
Answer : 歯科診療所で新型コロナウイルス感染症の診断
を目的としたPCR検査を受けることはできません。 なお、
新型コロナウイルス感染症が拡大している地域等におい
て、「地域外来・検査センター」で検体採取を行う医師等の
確保が困難な場合などに、研修を受けた歯科医師が検体採
取を行うことがあります。

新型コロナウイルス感染症に
ついての疑問

右記に作り方を表示しています。

＜後編＞ 参照元：

【参考】

新型コロナウイルス感染症に
かかったと思ったら、

「帰国者・接触者相談センター」へ

外出控え 密集回避 密接回避 密閉回避 換気 手洗い咳エチケット
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　　した温度管理が可能です。

4. 集出荷施設の中にも簡易予冷設備を有し、鮮度保持に努め、高品質
　　な青果物を供給します。

5. 予冷施設は作物の鮮度保持に最適な温度・湿度に調整することが
　　可能で、高い鮮度を保ったままの出荷を実現しています。

6. 耐雪50㎏/㎡に耐える構造の低コストハウス。自動制御で安定し
　　た温度管理、自動灌水も備えており、省力化と収集データによる安
　　定管理・安定供給を行います。

7. 軟弱野菜を梱包する際の手間を軽減し、傷つけず、きれいに袋詰め
　　することができます。

　J
A
と
な
み
野
は
4
月
30
日
、農
業
機

械
セ
ン
タ
ー
と
大
規
模
園
芸
施
設
の
竣
工

式
を
砺
波
市
五
郎
丸
の
同
セ
ン
タ
ー
で
行

い
、主
穀
作
と
園
芸
作
物
を
組
み
合
わ
せ

た
、と
な
み
野
型
複
合
経
営
の
新
た
な
拠

点
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　農
機
セ
ン
タ
ー
は
砺
波
、南
砺
両
市
に

3
カ
所
ず
つ
あ
る
老
朽
化
し
た
同
セ
ン

タ
ー
を
統
合
し
ま
し
た
。敷
地
面
積
は
1

万
2
、0
9
6
平
方
㍍
。
延
床
面
積
5
、

3
1
8
平
方
㍍
、鉄
骨
平
屋
一
部
2
階
建

て
で
、整
備
棟
と
事
務
所
棟
、研
修
セ
ン

タ
ー
か
ら
な
り
ま
す
。

　整
備
棟
は
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
、重

さ
7
㌧
ま
で
の
農
機
に
対
応
す
る
埋
込
式

リ
フ
ト
や
、移
動
式
天
井
ク
レ
ー
ン
を
設

置
。現
場
で
の
修
理
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ

ス
カ
ー
2
台
も
導
入
し
ま
し
た
。事
務
所

棟
は
、最
新
の
農
業
機
械
を
展
示
す
る

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
併
設
し
、研
修
セ
ン

タ
ー
に
は
3
0
0
人
規
模
の
大
会
議
室
を

備
え
ま
す
。

　隣
接
す
る
園
芸
施
設
は
、低
コ
ス
ト
耐

候
性
ハ
ウ
ス
10
棟
と
集
出
荷
施
設
、予
冷

施
設
が
あ
り
、夏
は
タ
マ
ネ
ギ
苗
の
育
成
、

秋
か
ら
春
に
か
け
コ
マ
ツ
ナ
な
ど
の
軟
弱

野
菜
の
栽
培
を
行
い
ま
す
。冬
期
間
の
遊

休
施
設
の
通
年
活
用
を
確
立
し
、農
家
へ

の
普
及
を
図
り
ま
す
。

　佐
野
日
出
勇
組
合
長
は「
こ
の
施
設
を
、

と
な
み
野
型
複
合
経
営
の
新
た
な
柱
と
し

て
、雇
用
の
創
出
と
農
業
所
得
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
り
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　式
に
は
県
や
市
、地
元
関
係
者
ら
約
70

人
が
出
席
。堀
口
正
県
農
林
水
産
部
長
、夏

野
修
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
、テ
ー
プ
カ
ッ

ト
し
ま
し
た
。

　5
月
7
日
、砺
波
市
五
郎
丸
の
大
規
模

園
芸
施
設
に
建
設
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
コ
マ
ツ
ナ
を
初
収
穫
し
ま
し
た
。初
日

は
、J
A
と
な
み
野
職
員
と
地
元
の
パ
ー

ト
従
業
員
が
、出
荷
規
格
の
26
㌢
以
上
に

育
っ
た
コ
マ
ツ
ナ
2
9
0
㌔
を
摘
み
取
り

ま
し
た
。

　収
穫
し
た
野
菜
は
集
出
荷
施
設
で
選

別
、計
量
、包
装
を
行
い
、出
来
上
が
っ
た

製
品
を
予
冷
施
設
へ
搬
入
し
ま
す
。契
約

販
売
を
中
心
と
し
た
有
利
販
売
を
行
い
、

組
合
員
へ
の
普
及
、農
家
所
得
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

　経
済
部
の
雄
川
勉
部
長
は「
稲
作
と
露

地
栽
培
の
タ
マ
ネ
ギ
に
施
設
園
芸
の
コ
マ

ツ
ナ
を
加
え
た
、と
な
み
野
型
複
合
経
営

を
推
進
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

農業機械センター　整備棟内

野菜袋詰機

コマツナを初収穫する従業員

低コスト耐候性ハウス10棟 予冷施設

集出荷施設

移動式天井クレーン 埋込式農機用リフト

　　　　大規模園芸施設の概要
施　設　名／集出荷施設・予冷施設・低コスト耐候
　　　　　性ハウス
設置場所／富山県砺波市五郎丸999-1、999-3
施設規模／集出荷施設　441㎡
　　　　　予冷施設　69㎡
　　　　　低コスト耐候性ハウス10棟　5,040㎡

ハウス内部
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　　農業機械センターの概要
施　設　名／農業機械センター
設置場所／富山県砺波市五郎丸994
建物構造／鉄骨平屋建て　一部2階建て
延床面積／ 5,318㎡
敷地面積／ 12,096㎡

未来につなげる豊かな自然と心

URL  http://www.ja-tonamino.jp/　
詳細はウェブサイトでもご覧いただけます
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コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。現在は執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。
ルネ・ヴァン・ダール研究所　http://www.rene-v.com/７月の運勢牡羊座 
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人形供養祭の開催中止について
　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、今年度開催予定の
人形供養祭は中止させていただきます。
　楽しみにされていた皆様には申し訳ありませんが、ご理解ください
ますようお願いいたします。

砺波市高道11-1　TEL(0763)32-6623　FAX(0763)32-6618

双子座 
5/21～6/21

牡牛座 
4/20～5/20

【全体運】 心配のし過ぎは禁物です。話してみればあっさり解決することも。状況把握をきちんとするのが開運のポイント。
【健康運】 休憩を小まめに取って。気分転換が大切　【幸運の食べ物】 スモモ

【全体運】 あなたの笑顔が周りの人をハッピーにします。「ありがとう」の言葉をたくさん伝えてください。買い物にツキ。
【健康運】 ダンスやボルダリングなど楽しい運動を　【幸運の食べ物】 アユ

1213

HOTLINE

　砺波市福岡の栴檀野地場産農産物直売所が5月6日、今
季の営業を開始し、地元農家が収穫した農産物を求めて、開
店前から多くの買い物客が行列をつくりました。
　店頭にはウドやフキ、ダイコン菜など旬の山菜や野菜が並び
ました。タケノコが1本200円～500円と割安な価格で売られ
人気を集めました。
　開店から30分ほどで大半の商品が完売。営業開始を記念し、
先着50人に赤飯とワラビの袋詰めがプレゼントされました。
　山岸節子店長は「これから夏にかけて野菜が出そろう。イベ
ントなども企画している」と話しました。
　直売所は12月中旬まで。毎週水曜日、午前9時～正午に営
業します。

砺波市福岡

1今季の営業開始　買い物客が列

◀田んぼを清める神職
　

2 厳かに御田植祭　南砺市の献穀田　

　南砺市高瀬の越中一宮高瀬神社の献穀田御田植祭が5月
17日、同市沖の水田で開かれました。今年は谷川徹さんが奉
耕者として、田植えから抜穂までの1年間、水稲を管理し、収
穫後は同神社と伊勢神宮へ奉納します。
　井波地域農業者会が毎年行い、今年で37回目。
　神事には同会やJA、地元関係者ら約50人が出席しました。
　藤井秀嗣宮司が苗や田を清めた後、地元の小中学生5人が
早乙女になり、泥深い田んぼに苦戦しながら「コシヒカリ」の
苗を慎重に植えました。谷川さんは「米を収穫するまでしっか
り育てたい」と話しました。

南砺市沖

▲地元産の山菜や野菜を求める買い物客

▲コシヒカリの苗を植える早乙女
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経済部　特産振興課のご紹介

蟹座 
6/22～7/22

【全体運】 情報を小まめにチェックしてラッキーをキャッチ。連絡も自分からしてみましょう。アクティブに動くほど吉。
【健康運】 食事は栄養と見た目にもこだわって　【幸運の食べ物】 桃

獅子座 
7/23～8/22

【全体運】 上昇運です。体調も上向きで活動量も増加。やりたかったことを始めて。「楽しい」にたくさん巡り合えるはず。
【健康運】 プロの指導にツキ。良い巡り合いあり　【幸運の食べ物】 ゴーヤー

梅雨明けからの夏野菜の上手な育て方（トマト・ナス・ピーマン編）

1415

　主な業務は、地域特産物の栽培技術指導や生産振興を行っています。
たまねぎを中心とした地域特産物の生産拡大と品質向上に努め、「となみ野型複合経営の基盤強
化」と｢農家所得の向上｣を目指します。
＜地域特産物＞
　たまねぎ・アルギットにら・ニンジン・小松菜・白ねぎ・里芋など

　ＪＡとなみ野では、特産振興作物としてたまねぎ栽培に取り組み
10年以上が経過し大規模産地化に力を入れてきました。今後も安定
栽培、更なる生産拡大へ向け取り組んでいきます。
　令和2年産の作付面積は約175haとなり、順調に生育し収穫時期をむかえていますが、収量・
品質の向上に向けて対応していきたいと思います。

●特産振興課の仕事内容について

　ＪＡとなみ野では、既存施設（育苗ハウス）の有効利用による農家所得の向上を目的に、自ら
大規模園芸施設を運営、小松菜、軟弱野菜等の栽培実証を行い、栽培技術や栽培体系を確立し、
農家の皆様へ推進を行っていきます。
　6月1日（月）にオープンした統合農機センター「ＪＡとなみ野農業機械センター」（五鹿屋地区）
の南側に低コスト耐候性ハウス10棟（約50ａ）に加え、集出荷施設・冷蔵庫を備えた園芸施設を
建設し、4月より小松菜の栽培実証を行っています。また、たまねぎ苗の育苗等も行いハウスを
有効利用していきます。
　ご興味のある方は、見学していただけたらと思います。

●ハウスを活用した小松菜栽培について

●たまねぎ栽培について

●担当職員のご案内

◎その他、栽培方法、作付け体系、新たな作物に挑戦したい等、何でもご相談していただけたらと
　思います。よろしくお願い致します。

たまねぎ、小松菜、アルギットにら等地域特産物の生産者を募集しています！！
ご興味のある方は特産振興課（℡32-8660）までお問い合わせ下さい。

課長代理

課長代理
係長
係長
係長
係長　　　

課長待遇
課長待遇
課長代理
主任

南砺班長(福野地区)
農産物直売所
砺波班長(北部地区)
アルギットにら、ニンジン
砺波班(中央、庄川地区)
砺波班(庄西、庄東地区)
南砺班(井波地区)

小松菜
小松菜

山田　邦義

宮腰秀一朗
中村　明嗣
藤崎　　実
柏崎　雅志
土田美悠紀
山田　創太
横川　　茂
中井　正義
　　

金森　智生
波能　治男
俵　　康晴
末永　亭誠

役職 氏名

役職 氏名

担当地区

園芸施設班

園芸指導班
（営農指導員）

総括　課長　大野昌弘

尻腐れ果

取り除く

手で摘み取る

乱形果

形のよいものを
１花房当たり
４～５果残して、
他は摘除

××

【摘芯】

【摘果】

強い枝の枝元から２～３節
強めの側枝を残して切る。

主枝

枝を切る

は強めの側枝
（強い芽)

株のまわりに、
スコップを入
れて根切りす
ると新根が早
くでて、側枝
がよく発生し
ます。

剪定後、追肥を
行います。乾燥
防止のため、刈
り草や稲ワラも
足すとよいでし
ょう。

　梅雨明け頃からアブラムシやアオムシなどの害虫や、雑草も多く発生する時期になります。早め
の防除や除草を心がけましょう。作物に問わず、病気に対する抵抗を持った品種を選んで作付する
のがオススメです。詳しい内容については、最寄りの支店などでお問い合わせください。

トマトの上手な育て方（収穫前）

ナスの上手な育て方（収穫前）

ピーマンの上手な育て方（収穫前）

●摘果・摘芯
　①　１花房あたり4果を目安に残し、小さな実を
　　摘み取ります。花房の先端に近い小さい実や
　　形の悪い実を摘み取ります。
　②　草丈が支柱の高さに届いたら、最上段の花
　　房の上に2枚の葉を残して摘芯します。一般的
　　に質の良い実がつくのは4～5段目までといわ
　　れています。摘芯するときの目安にしましょう。

●摘葉
　①　ナス特有の紫色はナスニンという色素による
　　もので、日光（紫外線）が当たることで色づき
　　がよくなります。葉が混み合ってきたら下葉や
　　老化した（枯れてきている）葉を摘み、果実に
　　光を当てるようにしましょう。
　
●病害虫対策
　②　梅雨明け後に多く発生するのがダニ、アブラ
　　ムシ類です。葉の色に注意して早めに葉の裏
　　表、先端部を念入りに防除しましょう。特に、
　　へたの色が抜けて白っぽくなるのはチャノホコ
　　リダニの被害です。適期防除を行いましょう。
　

●収穫時期の施肥
　①　収穫が始まったら2週間おきを目安に化成肥料（やさいS540）、油粕を
　　大さじ2～3杯を畝の横にまき、軽く耕します。
　
●病害虫対策
　②　ピーマンは病気に強い作物ですが、ヨトウムシ、アブラムシ類が付きやすいのでよく観察して防除しま
　　しょう。収穫したピーマンの一部に小さな穴が空いているものがある場合、ヨトウムシ類が原因と思わ
　　れます。幼虫が夜間に活動し実を食べるので「夜盗虫」と書きます。被害が大きくなる前に防除を行い
　　ましょう。
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乙女座 
8/23～9/22

天秤座 
9/23～10/23

【全体運】 考え過ぎは失敗のもと。感じるままにシンプルに動いた方が、スムーズに進みます。おしゃれに時間をかけて。
【健康運】 運動前には準備運動をしっかりと　【幸運の食べ物】 メロン

【全体運】 ＵＶカットの帽子や保冷剤を準備、暑さ対策には万全を期しましょう。栽培や余暇の計画も綿密に立てて◎。
【健康運】 水分補給をしっかりと。休憩も忘れずに　【幸運の食べ物】 ミョウガ

エーコープマーク品 レシピ紹介
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　子
ど
も
た
ち
に
は
、食
べ
る
こ
と
、お
料
理
す
る
こ
と

を
大
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。そ
こ
で
活
用
し
て
い

る
の
が
絵
本
で
す
。

　絵
本
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
。私
の
趣
味
で
た
く
さ

ん
の
食
べ
物
に
関
す
る
絵
本
が
あ
り
ま
す
。娘
が
お
豆
を

食
べ
始
め
た
と
き
は
、お
豆
が
出
て
く
る
絵
本
を
読
み
聞

か
せ
て
か
ら
お
豆
デ
ビ
ュ
ー
。娘
は
今
で
も
、お
豆
マ
ン

と
呼
ん
で
、豆
類
が
大
好
き
で
す
。果
物
に
関
す
る
絵
本

や
、野
菜
に
関
す
る
絵
本
、た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、食
べ

る
前
に
読
め
ば「
わ
あ
、絵
本
に
出
て
き
た
や
つ
だ
」と
喜

ん
で
食
べ
始
め
ま
す
。そ
し
て
、少
し
大
き
く
な
っ
た
今

は
、一
緒
に
お
料
理
す
る
前
に
、関
連
の
絵
本
を
読
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　先
日
は『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』（
福
音
館
書
店
）と
い
う
絵
本

を
読
ん
で
カ
ス
テ
ラ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。ま
ず
、キ

ッ
チ
ン
へ
は
行
か
ず
、絵
本
を
読
み
聞
か
せ
ま
す
。そ
し

て
、「
作
っ
て
み
た
い
人
？
」と
聞
く
と
2
人
と
も
大
き
な

声
で「
は
ぁ
い
」。
で
は
、「
作
る
の
に
は
何
が
必
要
だ
っ

た
か
な
？
」と
聞
く
と
次
々
回
答
が
。そ
う
や
っ
て
材
料

を
探
す
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
も
ら
う
と
、ク
イ
ズ
の
よ
う

で
楽
し
く
で
き
ま
す
。絵
本
み
た
い
に
一
生
懸
命
泡
立
て

器
を
回
し
、焼
く
と
き
は「
い
い
匂
い
し
て
き
た
？
」と
何

度
も
の
ぞ
き
に
来
て
い
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
フ
ラ
イ

パ
ン
の
カ
ス
テ
ラ
を
見
て
、「
動
物
た
ち
と
食
べ
な
く
ち

ゃ
」と
、動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
並
べ
て
食
べ
る
子
ど
も

た
ち
。絵
本
の
世
界
に
入
っ
た
気
分
で
す
。そ
ん
な
ふ
う

に
し
て
、絵
本
の
世
界
に
入
っ
て
、お
料
理
し
て
も
ら
う
。

そ
う
す
る
と
、苦
手
な
物
に
も
挑
戦
し
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
苦
手
な
息
子
に
は
、サ
ン

ド
イ
ッ
チ
の
絵
本
を
読
む
。す
る
と
、作
っ
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
で
、自
分
で
作
る
と
自
然
と
食

べ
て
く
れ
ま
す
。

　他
に
も
、ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
の
絵
本
や
、野
菜
が
で

き
る
ま
で
の
絵
本
な
ど
も
あ
り
ま
す
。食
べ
て
も
ら
い
た

い
物
の
絵
本
を
探
し
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。絵
本
と

料
理
を
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

　
　

食育インストラクター

　　岡村　麻純

「ホタルイカと
　花ワサビのチャーハン」

「和風ポテトサラダ」

（1）花ワサビのしょうゆ漬けを作る。水洗いした花ワサビを塩でもみ
　　10分ほど置く。鍋に70度に沸かした湯でゆで、熱いうちに漬け
　　だれに漬け密封し一晩置く。
（2）ボウルに卵を入れかき混ぜ、ご飯を入れよく混ぜておく。
（3）熱したフライパンにサラダ油をひき、（2）をパラパラになるまで炒める。
（4）漬けておいた花ワサビはざく切りにし、ホタルイカ、大さじ1の
　　水（材料外）を（3）に入れ、強火でサッと炒め、塩・こしょうで味を
　　調え器に盛り付ける。

作り方

材料（2人分）
ご飯　
鶏卵
ホタルイカ（ゆでて目と口を取っておく）　
花ワサビ
塩・こしょう
サラダ油

200ｇ
１個
50g
１わ
適宜
適宜

（1）鍋に水、塩少 （々共に材料外）を入れ、ジャガイモをゆでる。ゆで
　　たジャガイモをボウルに入れてつぶし、熱いうちにポテトサラダ
　　調味料とゆで卵を混ぜ合わせる。
（2）ウドのきんぴらを作る。フライパンにごま油をひき、千切りした
　　ウドを炒め、酒、みりん、しょうゆを入れてさらに炒め、仕上げに
　　いりごまを振る。
（3）器に（1）、温泉卵、（2）、小口切りにしたアサツキの順に盛り付け、
　　トマトを添え、粉さんしょうを振って出来上がり。

作り方

材料（2人分）
ジャガイモ　
ゆで卵（細かくほぐしておく）　
ポテトサラダ調味料
　マヨネーズ　
　塩・こしょう
　酢
温泉卵　
トマト　
粉さんしょう　
アサツキ　

中3個
1個

大さじ4
適宜

小さじ1/2
1個

1/2個
適宜
適宜

永
井

　智
一

絵本と食事

お申込先：JAとなみ野　生活総合課　TEL32‐8624　FAX32-8628

女性部員 募集！
JAと

なみ野女性部

J A女性部では、地域の垣根を越えて、随時女性部員（となみ野支部）を募集しています。

 どなたでも

　いつでも
加入できます！

漬けだれ
煮切り酒　
煮切りみりん　
しょうゆ　

1/2カップ
1/2カップ
1/4カップ

ウドきんぴら
ウド　
酒　
みりん　
しょうゆ　
ごま油　
いりごま　

1/2本
大さじ1
大さじ1

大さじ1/2
小さじ1/2
大さじ1

（1）小松菜は良く洗い根っこを切り落
　　とし、3センチくらいにざく切り
　　にする。バナナも適当にちぎる。         

（2）すべてをミキサーに入れてまわす。 
        

作り方

・小松菜‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4束
・バナナ（冷凍又は普通の）‥‥‥ 大1本
・豆乳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 200cc
・レモン汁‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小1
・エーコープ純粋はちみつ ‥ お好みで

材　料

小松菜バナナ豆乳スムージー

小松菜は美肌効果、 貧血予防、 骨粗鬆症など女性に嬉しい野菜です。

バナナと一緒なので癖もなく、 美味しく飲めます。        

小松菜は美肌効果、 貧血予防、 骨粗鬆症など女性に嬉しい野菜です。

バナナと一緒なので癖もなく、 美味しく飲めます。

（1） 梅はきれいに洗って、たっぷりの水に２～３時間浸して
　　あく抜きし、竹串でヘタを取る。

（2） ザルに上げて水気をふき、保存ビン（又は瓶）に入れ、
　　「エーコープらっきょう酢」を注ぐ。

作り方

・エーコープ らっきょう酢‥‥‥1.8ℓ
・梅‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２㎏位
＜準備器具＞
　・保存ビン又は瓶
　・落し蓋
　・竹串

材　料

梅のらっきょう酢漬け

はちみつ梅のように美味しくて　からだにもよい！

　　　　　梅干作りは面倒で・・・と思う方　是非お試し下さい！

はちみつ梅のように美味しくて　からだにもよい！ 

　　　　　梅干作りは面倒で・・・と思う方　是非お試し下さい！

〈保存〉
落し蓋をし、密閉して涼しい所で
保存する。

【cook padより】

※バナナは輪切りにして冷凍して
　おくと便利です。



乙女座 
8/23～9/22

天秤座 
9/23～10/23

【全体運】 考え過ぎは失敗のもと。感じるままにシンプルに動いた方が、スムーズに進みます。おしゃれに時間をかけて。
【健康運】 運動前には準備運動をしっかりと　【幸運の食べ物】 メロン

【全体運】 ＵＶカットの帽子や保冷剤を準備、暑さ対策には万全を期しましょう。栽培や余暇の計画も綿密に立てて◎。
【健康運】 水分補給をしっかりと。休憩も忘れずに　【幸運の食べ物】 ミョウガ

エーコープマーク品 レシピ紹介

1617

　子
ど
も
た
ち
に
は
、食
べ
る
こ
と
、お
料
理
す
る
こ
と

を
大
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。そ
こ
で
活
用
し
て
い

る
の
が
絵
本
で
す
。

　絵
本
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
。私
の
趣
味
で
た
く
さ

ん
の
食
べ
物
に
関
す
る
絵
本
が
あ
り
ま
す
。娘
が
お
豆
を

食
べ
始
め
た
と
き
は
、お
豆
が
出
て
く
る
絵
本
を
読
み
聞

か
せ
て
か
ら
お
豆
デ
ビ
ュ
ー
。娘
は
今
で
も
、お
豆
マ
ン

と
呼
ん
で
、豆
類
が
大
好
き
で
す
。果
物
に
関
す
る
絵
本

や
、野
菜
に
関
す
る
絵
本
、た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、食
べ

る
前
に
読
め
ば「
わ
あ
、絵
本
に
出
て
き
た
や
つ
だ
」と
喜

ん
で
食
べ
始
め
ま
す
。そ
し
て
、少
し
大
き
く
な
っ
た
今

は
、一
緒
に
お
料
理
す
る
前
に
、関
連
の
絵
本
を
読
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　先
日
は『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』（
福
音
館
書
店
）と
い
う
絵
本

を
読
ん
で
カ
ス
テ
ラ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。ま
ず
、キ

ッ
チ
ン
へ
は
行
か
ず
、絵
本
を
読
み
聞
か
せ
ま
す
。そ
し

て
、「
作
っ
て
み
た
い
人
？
」と
聞
く
と
2
人
と
も
大
き
な

声
で「
は
ぁ
い
」。
で
は
、「
作
る
の
に
は
何
が
必
要
だ
っ

た
か
な
？
」と
聞
く
と
次
々
回
答
が
。そ
う
や
っ
て
材
料

を
探
す
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
も
ら
う
と
、ク
イ
ズ
の
よ
う

で
楽
し
く
で
き
ま
す
。絵
本
み
た
い
に
一
生
懸
命
泡
立
て

器
を
回
し
、焼
く
と
き
は「
い
い
匂
い
し
て
き
た
？
」と
何

度
も
の
ぞ
き
に
来
て
い
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
フ
ラ
イ

パ
ン
の
カ
ス
テ
ラ
を
見
て
、「
動
物
た
ち
と
食
べ
な
く
ち

ゃ
」と
、動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
並
べ
て
食
べ
る
子
ど
も

た
ち
。絵
本
の
世
界
に
入
っ
た
気
分
で
す
。そ
ん
な
ふ
う

に
し
て
、絵
本
の
世
界
に
入
っ
て
、お
料
理
し
て
も
ら
う
。

そ
う
す
る
と
、苦
手
な
物
に
も
挑
戦
し
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
苦
手
な
息
子
に
は
、サ
ン

ド
イ
ッ
チ
の
絵
本
を
読
む
。す
る
と
、作
っ
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
で
、自
分
で
作
る
と
自
然
と
食

べ
て
く
れ
ま
す
。

　他
に
も
、ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
の
絵
本
や
、野
菜
が
で

き
る
ま
で
の
絵
本
な
ど
も
あ
り
ま
す
。食
べ
て
も
ら
い
た

い
物
の
絵
本
を
探
し
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。絵
本
と

料
理
を
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

　
　

食育インストラクター

　　岡村　麻純

「ホタルイカと
　花ワサビのチャーハン」

「和風ポテトサラダ」

（1）花ワサビのしょうゆ漬けを作る。水洗いした花ワサビを塩でもみ
　　10分ほど置く。鍋に70度に沸かした湯でゆで、熱いうちに漬け
　　だれに漬け密封し一晩置く。
（2）ボウルに卵を入れかき混ぜ、ご飯を入れよく混ぜておく。
（3）熱したフライパンにサラダ油をひき、（2）をパラパラになるまで炒める。
（4）漬けておいた花ワサビはざく切りにし、ホタルイカ、大さじ1の
　　水（材料外）を（3）に入れ、強火でサッと炒め、塩・こしょうで味を
　　調え器に盛り付ける。

作り方

材料（2人分）
ご飯　
鶏卵
ホタルイカ（ゆでて目と口を取っておく）　
花ワサビ
塩・こしょう
サラダ油

200ｇ
１個
50g
１わ
適宜
適宜

（1）鍋に水、塩少 （々共に材料外）を入れ、ジャガイモをゆでる。ゆで
　　たジャガイモをボウルに入れてつぶし、熱いうちにポテトサラダ
　　調味料とゆで卵を混ぜ合わせる。
（2）ウドのきんぴらを作る。フライパンにごま油をひき、千切りした
　　ウドを炒め、酒、みりん、しょうゆを入れてさらに炒め、仕上げに
　　いりごまを振る。
（3）器に（1）、温泉卵、（2）、小口切りにしたアサツキの順に盛り付け、
　　トマトを添え、粉さんしょうを振って出来上がり。

作り方

材料（2人分）
ジャガイモ　
ゆで卵（細かくほぐしておく）　
ポテトサラダ調味料
　マヨネーズ　
　塩・こしょう
　酢
温泉卵　
トマト　
粉さんしょう　
アサツキ　

中3個
1個

大さじ4
適宜

小さじ1/2
1個

1/2個
適宜
適宜

永
井

　智
一

絵本と食事

お申込先：JAとなみ野　生活総合課　TEL32‐8624　FAX32-8628

女性部員 募集！
JAと

なみ野女性部

J A女性部では、地域の垣根を越えて、随時女性部員（となみ野支部）を募集しています。

 どなたでも

　いつでも
加入できます！

漬けだれ
煮切り酒　
煮切りみりん　
しょうゆ　

1/2カップ
1/2カップ
1/4カップ

ウドきんぴら
ウド　
酒　
みりん　
しょうゆ　
ごま油　
いりごま　

1/2本
大さじ1
大さじ1

大さじ1/2
小さじ1/2
大さじ1

（1）小松菜は良く洗い根っこを切り落
　　とし、3センチくらいにざく切り
　　にする。バナナも適当にちぎる。         

（2）すべてをミキサーに入れてまわす。 
        

作り方

・小松菜‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4束
・バナナ（冷凍又は普通の）‥‥‥ 大1本
・豆乳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 200cc
・レモン汁‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小1
・エーコープ純粋はちみつ ‥ お好みで

材　料

小松菜バナナ豆乳スムージー

小松菜は美肌効果、 貧血予防、 骨粗鬆症など女性に嬉しい野菜です。

バナナと一緒なので癖もなく、 美味しく飲めます。        

小松菜は美肌効果、 貧血予防、 骨粗鬆症など女性に嬉しい野菜です。

バナナと一緒なので癖もなく、 美味しく飲めます。

（1） 梅はきれいに洗って、たっぷりの水に２～３時間浸して
　　あく抜きし、竹串でヘタを取る。

（2） ザルに上げて水気をふき、保存ビン（又は瓶）に入れ、
　　「エーコープらっきょう酢」を注ぐ。

作り方

・エーコープ らっきょう酢‥‥‥1.8ℓ
・梅‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２㎏位
＜準備器具＞
　・保存ビン又は瓶
　・落し蓋
　・竹串

材　料

梅のらっきょう酢漬け

はちみつ梅のように美味しくて　からだにもよい！

　　　　　梅干作りは面倒で・・・と思う方　是非お試し下さい！

はちみつ梅のように美味しくて　からだにもよい！ 

　　　　　梅干作りは面倒で・・・と思う方　是非お試し下さい！

〈保存〉
落し蓋をし、密閉して涼しい所で
保存する。

【cook padより】

※バナナは輪切りにして冷凍して
　おくと便利です。



選
歌
の
園

【全体運】 追い風に恵まれます。ゆっくりスタートして、後半からスピードアップするのが成功のこつ。作業の洗い出しを。
【健康運】 筋力アップのトレーニングがお勧め　【幸運の食べ物】 モロヘイヤ

射手座 
11/23～12/21

【全体運】 勢いのある好調運。いろいろなところから声が掛かりそう。経験したことのないものに挑戦した方が楽しめます。
【健康運】 弱い部分はサポーターなどでガードを　【幸運の食べ物】 葉ショウガ

蠍座 
10/24～11/22

がん治療時の
歯科口腔外科受診について

　　山下　知巳
やま した とも　み厚生連高岡病院

歯科口腔外科診療部長
　
が
ん
の
治
療
時
に
、「
歯
科
口
腔
外
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
」と
担
当
の
先
生

か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

い
っ

た
い
な
ぜ
病
気
と
関
係
が
な
い
口
の
中
の

診
察
が
必
要
に
な
る
の
か
、そ
の
理
由
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
全
身
麻
酔
の
手
術
の
場
合
は
、口
や
鼻

か
ら
呼
吸
の
チ
ュ
ー
ブ
を
気
管
に
通
す
こ

と
が
必
要
に
な
る
の
で
す
が
、そ
の
際
、

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
だ
と
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ

た
り
、前
歯
が
欠
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。私
た
ち
は
手
術
前
に
歯
を
固
定

し
た
り
前
歯
の
保
護
の
た
め
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
ガ
ー
ド
を
作
っ
た
り
し
て
、歯

の
損
傷
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。歯

に
つ
い
た
ぬ
る
ぬ
る
の
汚
れ（
歯
垢
）１

ｇ
の
中
に
は
糞
便
と
同
程
度
の
1
0
0
0

億
個
の
細
菌
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、口
の
中
が
歯
垢
や
歯
石
な

ど
で
汚
い
場
合
は
、手
術
後
に
肺
炎
に
か

か
り
や
す
か
っ
た
り
、傷
の
治
り
が
悪
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、手
術
の
前
・
後
に
歯
磨
き
だ

け
で
は
取
れ
に
く
い
汚
れ
を
専
門
的
器
械

で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、手
術
後

の
合
併
症
を
少
な
く
し
、入
院
期
間
が
短

く
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
く
す
り
の
治
療（
化
学
療
法
）や
放
射

線
治
療
で
は
、口
の
中
に
傷（
口
内
炎
）が

で
き
や
す
く
、ひ
ど
く
な
っ
た
場
合
は
、

出
血
や
痛
み
で
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た

り
、
傷

か
ら
細

菌
が
体

の
中
に

入
り
込

み
（
敗

血
症
）

高
熱
が

出
た
り

し
て
、

治
療
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。化
学
療
法
や
放
射
線
療
法
を
途
中

で
一
時
中
断
す
る
と
、治
療
を
再
開
し
て

も
治
療
効
果
が
十
分
得
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
う
が
い
薬

や
口
の
粘
膜
を
保
護
す
る
薬
を
適
切
に
使

用
す
る
こ
と
で
口
内
炎
の
進
行
を
遅
く
し
、

化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
を
中
断
せ
ず
、

や
り
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
手
助
け
を
し
て
い

ま
す
。ま
た
、が
ん
の
治
療
で
使
わ
れ
る

一
部
の
薬（
骨
の
吸
収
を
妨
げ
る
薬
）を

使
用
し
た
場
合
、歯
の
周
り
に
腫
れ
を
引

き
起
こ
す
原
因（
病
巣
）が
あ
る
と
、あ
ご

の
骨
が
腐
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
っ

て
き
ま
し
た
。私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
薬
の

使
用
の
前
に
歯
の
ま
わ
り
の
病
巣
を
無
く

す（
抜
歯
な
ど
）こ
と
で
、あ
ご
の
骨
が
腐

る
の
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
簡
単
で
す
が
、が
ん
治
療
時
の
歯
科
口

腔
外
科
受
診
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
た
ち
は
口
腔（
歯
、

歯
茎
、上
下
の
あ
ご
、舌
、頬
っ
ぺ
た
の
内

側
、唾
液
腺
な
ど
）の
疾
患
を
専
門
に
し

て
い
ま
す
が
、他
の
科
の
が
ん
治
療
の
手

助
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。担
当
の
先
生
に

歯
科
口
腔
外
科
受
診
を
勧
め
ら
れ
た
場
合

は
、不
思
議
に
思
わ
ず
必
ず
受
診
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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　人見知りのショコラ（右）と人懐っこいティアラ。
そんな二匹は毎日、家族のふとんで眠り、朝4時に
ご主人を起こして畑に行くのが日課です。いつも家
族と一緒、ショコラとティアラは銅家の大事な一員
です。

〈ご主人〉 銅　光枝さん

実
家
か
ら
筍
届
き
皆
達
者
　

砺
波
市
　
　
林
　
　
正
子
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校
の
子
に
手
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り
の
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ら
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よ
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植
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市
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井
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フレンドリー広場

有澤　隆三さん（75）

　　　ユキ子さん（73）

雄　神

こ

　南砺市焼野出身のご主人と砺波市庄川町出身の奥さん
は、仲人さんの紹介で昭和45年に結婚されました。今年、
金婚式を迎え、子どもたちと温泉に行くことを計画されて
いるそうです。
ーお互いの第一印象はどうでしたか
□仲人さんがしつこく、そのときは仕事に没頭していたの
　で深く考えず、勢いで婿養子になりました。
○3人兄弟のなかで末っ子の自分が跡を継がないといけな
　かったのでお見合いをしましたが、主人の印象がとても
　良かったことを憶えています。
ーご職業など、これまでを振り返って
□車の整備工場に勤めていました。今は車に傷がつくと部
　品ごと取り換えますが、昔は板金で修理をしていました。
　特に事故が多い冬場は、寝る暇もないくらい忙しかった
　です。
○東京で働いた後、地元に戻り雄神農業協同組合で仕事
　をしました。当時は1つの農協の規模が小さかったので、
　職員同士が家族のように親しく、みんなで温泉や、お花
　見に行ったりと楽しかったことを思い出します。
ーこれからの生きがいは何ですか
□田んぼと、農閑期のウォーキングです。ウォーキングは
　雨が降っていても毎日1時間、8,000歩くらいは歩いて
　います。ダイエットも兼ねて健康維持に努めています。
○8人いる孫の成長を見ることです。お盆やお正月にはみ
　んなが集まるので、にぎやかです。田植えのときも子供
　と孫が手伝いにきてくれるので、助かっています。
ー趣味・楽しみなど
□今はウォーキングです。以前は砺波市の松風会で詩吟を

　やっていました。歌で風景や自分の感情を表現し、腹の
　底から声を出すのでストレス解消になります。年2回、砺
　波市文化会館で日頃の成果を発表していました。
○演歌をテレビやラジオで聴いたり、カラオケで歌ったり
　することが大好きです。農協の年金友の会で温泉に行っ
　た時などもよく歌いました。特に川中美幸と山内惠介の
　歌がいいですね。
ー二人の思い出
□○当時、新婚旅行の定番だった南紀に行ったことです。
□伊勢エビが大きくて美味しかったです。
○真珠島で真珠のネックレスを買ってもらいました。
ーお互いに一言
□毎日家事をしてくれてありがとう。2 ヵ月間いなかったと
　きは、大切さがしみじみ分かりました。
○永年連れ添ってもらい感謝しています。他に頼る人もい
　ないので、これからもよろしくお願いします。

　はじめまして！家で育てたトマトとアンパンマンが好きな
侑花（左）と弟の佳吾です。しまじろうも好きだから、大き
くなったら、おもちゃ屋さんになりたいな☆いつもは、いと
この家からもらったメダカにエサをあげたり、テレビでお
かあさんといっしょを見ながら、歌ったり踊ったりしている
よ♪ 今は9月に生まれた弟にご飯をあげたり、お世話をす
るのが楽しいんだ♫

パパ：昭雄さん

ママ：香織さん

般　若

★おうちの人から一言
　元気にのびのびと
　　　　　育ってね！

ゆ　　か　みなみ

南　　侑花ちゃん（3） 
Ｈ29．4．26生まれ 

けい　ご　

佳吾くん（0） 
Ｒ1．9．20生まれ 

パパ：創悟さん

ママ：佳奈さん

柳　瀬

★おうちの人から一言
弟と仲良く元気に大きく
なってね。またみんなで
一緒に、いろいろな所に
 　出かけようね。

　こんにちは！納豆ごはんと味噌汁が好きな要輔（左）と、
妹の美結です。今は、家で仮面ライダーゼロワンごっこを
やったり、妹とトミカのミニカーで遊んでいるよ。この前、
家族5人でバーベキューをやったんだ☆ 嫌いな野菜もたく
さん食べたよ♪仮面ライダーが好きだけれど、星野源の歌
が大好きだから、大きくなったら歌手になりたいな♫

よう　すけ　すず　き

鈴木　要輔くん（3） 
Ｈ29．3．23生まれ 

み 　 ゆ 　

美結ちゃん（1） 
Ｒ1．5．4生まれ 
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蠍座 
10/24～11/22
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」と
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こ
と
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す
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中
の
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が
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の
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、そ
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理
由
に
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ま
す
。
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。
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　やっていました。歌で風景や自分の感情を表現し、腹の
　底から声を出すのでストレス解消になります。年2回、砺
　波市文化会館で日頃の成果を発表していました。
○演歌をテレビやラジオで聴いたり、カラオケで歌ったり
　することが大好きです。農協の年金友の会で温泉に行っ
　た時などもよく歌いました。特に川中美幸と山内惠介の
　歌がいいですね。
ー二人の思い出
□○当時、新婚旅行の定番だった南紀に行ったことです。
□伊勢エビが大きくて美味しかったです。
○真珠島で真珠のネックレスを買ってもらいました。
ーお互いに一言
□毎日家事をしてくれてありがとう。2 ヵ月間いなかったと
　きは、大切さがしみじみ分かりました。
○永年連れ添ってもらい感謝しています。他に頼る人もい
　ないので、これからもよろしくお願いします。

　はじめまして！家で育てたトマトとアンパンマンが好きな
侑花（左）と弟の佳吾です。しまじろうも好きだから、大き
くなったら、おもちゃ屋さんになりたいな☆いつもは、いと
この家からもらったメダカにエサをあげたり、テレビでお
かあさんといっしょを見ながら、歌ったり踊ったりしている
よ♪ 今は9月に生まれた弟にご飯をあげたり、お世話をす
るのが楽しいんだ♫

パパ：昭雄さん

ママ：香織さん

般　若

★おうちの人から一言
　元気にのびのびと
　　　　　育ってね！

ゆ　　か　みなみ

南　　侑花ちゃん（3） 
Ｈ29．4．26生まれ 

けい　ご　

佳吾くん（0） 
Ｒ1．9．20生まれ 

パパ：創悟さん

ママ：佳奈さん

柳　瀬

★おうちの人から一言
弟と仲良く元気に大きく
なってね。またみんなで
一緒に、いろいろな所に
 　出かけようね。

　こんにちは！納豆ごはんと味噌汁が好きな要輔（左）と、
妹の美結です。今は、家で仮面ライダーゼロワンごっこを
やったり、妹とトミカのミニカーで遊んでいるよ。この前、
家族5人でバーベキューをやったんだ☆ 嫌いな野菜もたく
さん食べたよ♪仮面ライダーが好きだけれど、星野源の歌
が大好きだから、大きくなったら歌手になりたいな♫

よう　すけ　すず　き

鈴木　要輔くん（3） 
Ｈ29．3．23生まれ 

み 　 ゆ 　

美結ちゃん（1） 
Ｒ1．5．4生まれ 

我が
家の
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JAとなみ野 生活総合課

TEL（0763）32-8624　FAX（0763）32-8628

山羊座 
12/22～1/19

水瓶座 
1/20～2/18

【全体運】 きちょうめんなくらいがちょうどいいようです。一つ一つ確認して進めましょう。見晴らし台がラッキースポット。
【健康運】 継続は力なり。いつもの健康法が一番　【幸運の食べ物】 スズキ

【全体運】 オーバーワークの危険があります。1人で無理をしないで周囲に相談しましょう。好きな曲を聴いてストレス発散。
【健康運】 疲労回復効果のあるマッサージが◎　【幸運の食べ物】 ウナギ

2021

レジ袋有料化
のお知らせ
CO2削減・環境保全のため、

令和2年7月1日から
レジ袋を有料化いたします。

いつも資材配送センターおよびあぐり館
をご利用頂き、ありがとうございます。

2020年6月1日（月）より
営業時間を変更いたします。

皆様のご来店お待ちしております。
※各支店でのレジ袋の使用は中止致します。
　どうぞ、ご理解ご協力をお願い致します。

営業時間変更のお知らせ

変更前
8：30～17：00

変更後
8：30～18：00➡
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となみ野の郷・あぐり館・購買店舗（利賀支店）
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野
農

機
セ
ン
タ
ー
長

経
済
部

　農
業
機
械
課

　庄
川
農

機
セ
ン
タ
ー
長

経
済
部

　農
業
機
械
課

　井
波
農

機
セ
ン
タ
ー
長

　兼

　山
野
農
機

セ
ン
タ
ー
長

　
経
済
部

　農
業
機
械
課

　井
波
農

機
セ
ン
タ
ー
長
代
理
待
遇

　兼

　

山
野
農
機
セ
ン
タ
ー
長
代
理
待
遇

　
経
済
部

　農
業
機
械
課

　砺
波
農

機
セ
ン
タ
ー

　係
長

経
済
部

　農
業
機
械
課

　砺
波
庄

東
農
機
セ
ン
タ
ー

　主
任

経
済
部

　農
業
機
械
課

　砺
波
農

機
セ
ン
タ
ー

　主
任

経
済
部

　農
業
機
械
課

　砺
波
農

機
セ
ン
タ
ー

　主
任

となみ野の郷・あぐり館・購買店舗（利賀支店）



宇奈月
宇奈月
小　川
上　市
雨　晴
氷　見
庄　川
庄　川

延楽
サン柳亭
ホテルおがわ
つるぎ恋月
磯はなび
うみあかり
川金
ゆめつづり

富山県内の温泉で
ゆっくりコロナ疲れを
癒しませんか？

温泉の旅の計画はいかがですか？温泉の旅の計画はいかがですか？
富山県内のオススメ旅館の一例です

＊夏休みの温泉旅行計画はお早めに…
＊ご旅行中は、マスクの着用・手洗い励行・
　三密回避で過ごすことで快適な旅をご提供致します。

そろそろそろそろ

魚座 
2/19～3/20

【全体運】 好調運です。グッドアイデアが浮かんできそう。実現に向けて行動を開始して。思い切りの良さが道を開きます。
【健康運】 リズムに合わせて体を動かしましょう　【幸運の食べ物】 ナス

私昭昭 父

父庄 昭 も

父 大 私

お気軽にお問合せください！ となみ野セントラルツアー（株）　は お ま かせ旅 TEL32-8625
2223

二重マスの文字を、Ａ～Eの順に並べてできる言葉は言何でしょう？

答え　

[ショウブユ]　

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E

◯〒939-1388　砺波市宮沢町3-11
　　　　　 「ふれあいとなみ野」係

7月15日（水）必着
あ て 先

当　選　者

4月号の答え

応募締切

官製はがきに、①パズルの答え②おたよりコーナー「テーマ」
または「フリー」③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号をご記入の
うえ、ハガキかＥメールで送ってください。

◯ E-mail:kouhou@ja-tonamino.or.jp

おたよりコーナー
今月のテーマ大賞に選ばれた１名の方に「道の駅砺波　となみ野の郷」
で使える商品券をプレゼント！

　夏本番の8月。しかし暑い日が続くと体力を消耗したり、食欲がなくな
ったりと体調がすぐれないことも。そこで今回は「夏のスタミナ料理」をテ
ーマにおたよりを募集します。家族で焼肉をする、鰻を買ってくる、畑で育
てた野菜のサラダを食べるなど、夏バテを防ぐメニューをご紹介下さい。
たくさんのおたよりをお待ちしています。

『夏のスタミナ料理 』（８月号に掲載）

8 月 の テ ー マ

　
　学
校
低
学
年
の
頃
、夏
休
み
中
に
行
わ

　
　れ
て
い
た
海
水
浴
で
雨
晴
に
バ
ス
で

行
っ
た
時
、役
員
で
付
添
い
で
一
緒
に
行
っ

た
今
は
亡
き
父
で
す
が
、当
時
、ま
だ
キ
ャ

ミ
ソ
ー
ル（
そ
の
頃
は「
し
み
ず
」と
言
っ
て

い
ま
し
た
）で
泳
い
で
い
る
友
達
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、海
の
家
で
水
着
を
買
っ
て
く

れ
着
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　 （
森
さ
ん
）

田今
、

今
〝
今
、

コ富ぴ

　
　
　
は
全
員
男
の
5
人
兄
弟
の
長
男
で
す
。

　
　
兄
弟
全
員
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。父

は
私
た
ち
兄
弟
に
サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
買

っ
て
く
れ
た
り
、自
宅
の
車
庫
に
人
工
芝
を

敷
い
た
り
と
協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
私

は
サ
ッ
カ
ー
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、成
長
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
残
念
な
が
ら

プ
ロ
選
手
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、父
が

私
た
ち
の
た
め
に
し
て
く
れ
た
協
力
や
努
力
、

苦
労
を
か
け
て
私
が
続
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た

サ
ッ
カ
ー
を
、今
度
は
自
分
が
弟
や
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
教
え
、鷹
栖
か
ら
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
の
輩
出
を
目
指
し
、頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　（
大
矢
さ
ん
）

　
　
　
和
13
年
生
ま
れ
の
厳
格
な
父
。「
親
の
歳

　
　
ま
で
生
き
れ
ば
い
い
わ
」が
口
癖
で
あ

っ
た
が
、い
つ
か
ら
か
聞
か
な
く
な
っ
た
。密

か
に
親
の
歳
を
超
え
た
の
だ
ろ
う
。そ
れ
が

い
く
つ
だ
っ
た
の
か
聞
い
て
み
た
い
と
思
い

な
が
ら
機
嫌
を
伺
い
つ
つ
、今
も
元
気
な
父

の
白
い
頭
を
眺
め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
子
さ
ん
）

　
　
　
親
の
背
中
を
追
い
か
け
て
消
防
団
に
入

　
　
団
し
ま
し
た
。父
も
ま
だ
消
防
団
に
所

属
し
て
い
る
の
で
親
子
で
活
動
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　（
端
野
さ
ん
）

　
　
　
和
30
年
代
と
言
え
ば
ま
だ
自
動
車
が
そ

　
　
ん
な
に
走
っ
て
い
な
か
っ
た
頃
、仕
事
の

関
係
で
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て
い
っ
て
く

れ
ま
し
た
。毎
年
夏
休
み
に
な
る
と
、海
水
浴

は
千
里
浜
で
そ
の
頃
は
ア
サ
リ
や
ら
ハ
マ
グ

リ
が
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、庄
川
が
家
の
近
く
な
の
で
、朝
夕
と
バ

イ
ク
の
後
ろ
に
乗
っ
て
庄
川
へ
行
き
、鮎
釣

り
の
見
物
も
楽
し
み
で
し
た
。の
ん
び
り
と

し
た
時
代
で
し
た
。　
　
　（
み
ぃ
ー
ち
ゃ
ん
）

　　
　
　
植
に
向
け
、今
は
、水
稲
苗
作
り
に
忙
し

　
　
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。種
ま
き
も

八
分
が
た
終
り
今
日
は
久
し
振
り
に
の
ん
び

り
し
て
い
ま
す
。あ
と
も
う
少
し
の
頑
張
り

苗
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。　
　（
田
島
さ
ん
）

　
　
　
年
か
ら
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
真
剣
に
取
り

　
　
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。パ
ー
ク

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
、

7
0
0
0
〜
8
0
0
0
歩
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。楽
し
み
な
が
ら
歩
く
事
が
出
き
て
一
石

二
鳥
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｔ・Ｋ
さ
ん
）

　
　
　
豚
の
角
煮
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。ね
ぎ
も

　
　
入
れ
、コ
ー
ラ
、し
ょ
う
油
、み
り
ん
。20

分
レ
ン
ジ
。ど
ん
な
味
に
な
る
の
か
？
心
配

で
す
が
、あ
と
12
分
…
〞
　
　
　（
河
合
さ
ん
）

　
　
　
ロ
ナ
禍
。目
の
弱
い
私
は
図
書
館
の
Ｃ
Ｄ

　
　
を
活
用
し
て
い
ま
す
。昔
、読
ん
だ
名
作
、

映
画
の
シ
ー
ン
、未
知
の
作
品
等
、聴
い
て
い

る
と
日
本
語
の
表
現
の
豊
か
さ
、美
し
さ
に

魅
了
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　（
米
沢
さ
ん
）

　
　
　
山
に
U
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。（
前
山
さ
ん
）

　
　
　
か
ぴ
か
の
一
年
生
の
孫
は
、コ
ロ
ナ
対
策

　
　
で
お
休
み
続
き
で
す
。先
日
、ワ
ラ
ビ
を

採
り
に
行
き
ま
し
た
。ワ
ラ
ビ
採
り
は
、傾
面

を
登
り
お
り
し
て
宝
さ
が
し
み
た
い
。ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
、た
く
さ
ん
採
れ
て
、お
友
達

に
も
お
す
そ
わ
け
で
き
ま
し
た
。　（
嶋
さ
ん
）

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、手

　
　
作
り
マ
ス
ク
を
作
っ
て
、近
所
、親
戚
に

配
っ
て
い
ま
す
。早
く
、終
息
す
れ
ば
い
い
の

で
す
が
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　（
森
松
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　
　
の
父
は
大
工
で
、棟
梁
と
し
て
数
多
く
の

　
　
家
を
建
て
て
来
ま
し
た
。昭
和
51
年
に
我

家
を
新
築
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。亡
く
な
っ
て

30
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、父
の
手
の
あ
と
が

方
々
に
見
ら
れ
、そ
の
都
度
感
謝
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
武
部
さ
ん
）

　
　
　
正
生
ま
れ
の
父
は
、祖
父
が
明
治
生
ま

　
　
れ
。自
己
主
張
の
強
い
親
だ
っ
た
の
か
、

子
供
の
頃
、父
親
と
の
相
性
が
悪
く
、い
ろ
り

に
座
っ
て
も
口
を
聞
く
こ
と
は
な
く
、い
つ
も

不
機
嫌
な
様
な
顔
を
し
て
ま
し
た
が
、私
の
妹

弟
に
は
顔
表
情
は
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま

し
た
。男
の
社
会
は
、わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
清
澤
さ
ん
）

　
　
　
の
趣
味
は
囲
碁
と
将
棋
で
し
た
。そ
の
た

　
　
め
、対
局
に
来
ら
れ
る
方
も
多
く
、子
供

の
頃
は
声
を
だ
さ
ず
静
か
に
し
て
い
る
こ
と

が
辛
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。子
ど
も

も
孫
も
父
の
趣
味
に
は
興
味
を
も
た
ず
、今
も

さ
み
し
く
座
敷
に
ね
む
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
野
さ
ん
）

　
　
　
は
お
酒
が
好
き
で
、刺
身
を
肴
に
晩
酌
を

　
　
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
あ
と
は
必
ず
白
い

ご
飯
と
み
そ
汁
、漬
物
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

今
日
も
天
国
で
酒
宴
だ
ろ
う
か
。寡
黙
な
人

だ
っ
た
け
ど
記
憶
が
良
く
て
頼
れ
る
父
だ
っ

た
。感
謝
あ
る
の
み
の
今
日
此
の
頃
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｋ・Ｙ
さ
ん
）

　
　
　
う
20
数
年
前
に
な
り
ま
す
が
、働
く
こ
と

　
　
が
生
き
が
い
の
よ
う
な
父
で
し
た
の
で
、

唯
一
の
趣
味
は
野
菜
づ
く
り
だ
っ
た
よ
う
で

す
。5
月
の
連
休
に
な
る
と
、私
の
車
で
専
業

農
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
出
か
け
て
い
ま

し
た
。ス
ー
パ
ー
で
買
う
よ
り
、現
地
直
産
が

持
論
で
、ハ
ウ
ス
の
中
か
ら
元
気
そ
う
な
苗
を

探
す
の
が
楽
し
み
で
し
た
。今
年
も
父
の
跡
を

受
け
継
い
で
、畑
に
野
菜
苗
を
植
え
終
わ
り
ま

し
た
が
、育
て
方
は
父
任
せ
で
し
た
の
で
、

日
々
、試
行
錯
誤
中
で
す
。　
　 （
斉
藤
さ
ん
）

　
　
　
和
の
父
は
、い
つ
も
怖
か
っ
た
で
す
が
、

　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
時
は
な
ん
と
な

く
嬉
し
そ
う
で
し
た
。本
当
は
優
し
か
っ
た
の

か
な
。 

　
　
　
　
　
　
　
　（
イ
カ
ヨ
ン
さ
ん
）

　
　
　
川
の
鮎
釣
り
で
す
。家
が
庄
川
に
近
い
こ

　
　
と
も
あ
り
、子
ど
も
の
頃
、朝
や
夕
方
に

よ
く
父
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。糸

の
結
び
方
や
そ
の
日
の
川
の
よ
う
す
に
あ
わ

せ
た
毛
針
の
選
び
方
な
ど
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。そ
し
て

何
よ
り
覚
え
て
い
る
の
は
、自
分
が
釣
っ
た
鮎

を
塩
焼
き
に
し
て
満
足
そ
う
に
食
べ
て
い
た

父
の
笑
顔
で
す
。父
が
亡
く
な
っ
て
既
に
34
年

が
経
ち
ま
す
が
、6
月
の
鮎
釣
り
解
禁
に
な
っ

て
た
く
さ
ん
の
人
が
釣
り
を
し
て
い
る
の
を

見
る
と
そ
の
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。自
分
も
父

親
以
上
の
年
齢
に
な
り
ま
し
た
が
、い
つ
か
鮎

釣
り
を「
再
開
」し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
本
さ
ん
）

今
月
の
テ
ー
マ
大
賞

テ
ー
マ

父
に
ま
つ
わ
る

　
　エ
ピ
ソ
ー
ド

小

タテのカギ 

➡

正解者の中から抽選で7名の方に「道の駅砺波　となみ野の郷」で
使える商品券をプレゼントします。

【砺波市】 上田　智恵
【砺波市】 今堀　澄子
【砺波市】 山田　俊子
【砺波市】 髙木　康壽
【砺波市】 春川　正人
【南砺市】 岡本たか子
【南砺市】 斉藤まゆみ
　

　1　夏の夜明けにラッパ形の花を咲かせます
　2　元素記号はＵ。『鉄腕アトム』ではアトムの妹の名前になっています
　3　誕生日が来ると一つ取ります
　5　この全自動洗濯機のコース運転は、洗い→――→脱水と進みます
　6　起業して巨万の――を得た
　8　カメが日当たりのいい場所に出ています
12　「有りの実」と呼ばれることもあります
13　スチールやアルミに分けてリサイクル
14　北海道和種という馬の俗称
15　障子やふすまなどのこと
16　エジプトの首都
17　自動車を数えるときに使う言葉
19　義を見てせざるは――無きなり

　1　セーフではなくて
　4　赤い顔をして郵便物をのみ込みます
　7　漂白や殺菌に用いる白い粉
　9　タコやイカが吐きます
10　銃のこと。モデル――
11　土用の丑（うし）の日によく食べられます
13　冷やし中華に添える黄色い薬味
15　水稲が育つ場所
16　雨や日光を遮るために差します
17　――眼鏡、――巻き
18　寺社を巡って集めている人もいます
20　畳表にも使われる植物
21　目からぽろりと落ちることも

クロスワードパズル （敬称略）

ヨコのカギ ➡

※
最
近
う
れ
し
か
っ
た
出
来
事
や

　ち
ょ
っ
と
し
た
発
見
な
ど
何
で

　も
ど
う
ぞ
！

フリー
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川金
ゆめつづり
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癒しませんか？

温泉の旅の計画はいかがですか？温泉の旅の計画はいかがですか？
富山県内のオススメ旅館の一例です

＊夏休みの温泉旅行計画はお早めに…
＊ご旅行中は、マスクの着用・手洗い励行・
　三密回避で過ごすことで快適な旅をご提供致します。
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【全体運】 好調運です。グッドアイデアが浮かんできそう。実現に向けて行動を開始して。思い切りの良さが道を開きます。
【健康運】 リズムに合わせて体を動かしましょう　【幸運の食べ物】 ナス

私昭昭 父

父庄 昭 も

父 大 私

お気軽にお問合せください！ となみ野セントラルツアー（株）　は お ま かせ旅 TEL32-8625
2223

二重マスの文字を、Ａ～Eの順に並べてできる言葉は言何でしょう？

答え　

[ショウブユ]　

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E

◯〒939-1388　砺波市宮沢町3-11
　　　　　 「ふれあいとなみ野」係

7月15日（水）必着
あ て 先

当　選　者

4月号の答え

応募締切

官製はがきに、①パズルの答え②おたよりコーナー「テーマ」
または「フリー」③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号をご記入の
うえ、ハガキかＥメールで送ってください。

◯ E-mail:kouhou@ja-tonamino.or.jp

おたよりコーナー
今月のテーマ大賞に選ばれた１名の方に「道の駅砺波　となみ野の郷」
で使える商品券をプレゼント！

　夏本番の8月。しかし暑い日が続くと体力を消耗したり、食欲がなくな
ったりと体調がすぐれないことも。そこで今回は「夏のスタミナ料理」をテ
ーマにおたよりを募集します。家族で焼肉をする、鰻を買ってくる、畑で育
てた野菜のサラダを食べるなど、夏バテを防ぐメニューをご紹介下さい。
たくさんのおたよりをお待ちしています。

『夏のスタミナ料理 』（８月号に掲載）

8 月 の テ ー マ

　
　学
校
低
学
年
の
頃
、夏
休
み
中
に
行
わ

　
　れ
て
い
た
海
水
浴
で
雨
晴
に
バ
ス
で

行
っ
た
時
、役
員
で
付
添
い
で
一
緒
に
行
っ

た
今
は
亡
き
父
で
す
が
、当
時
、ま
だ
キ
ャ

ミ
ソ
ー
ル（
そ
の
頃
は「
し
み
ず
」と
言
っ
て

い
ま
し
た
）で
泳
い
で
い
る
友
達
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、海
の
家
で
水
着
を
買
っ
て
く

れ
着
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　 （
森
さ
ん
）

田今
、

今
〝
今
、

コ富ぴ

　
　
　
は
全
員
男
の
5
人
兄
弟
の
長
男
で
す
。

　
　
兄
弟
全
員
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。父

は
私
た
ち
兄
弟
に
サ
ッ
カ
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
買

っ
て
く
れ
た
り
、自
宅
の
車
庫
に
人
工
芝
を

敷
い
た
り
と
協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
私

は
サ
ッ
カ
ー
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、成
長
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
残
念
な
が
ら

プ
ロ
選
手
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、父
が

私
た
ち
の
た
め
に
し
て
く
れ
た
協
力
や
努
力
、

苦
労
を
か
け
て
私
が
続
け
さ
せ
て
も
ら
っ
た

サ
ッ
カ
ー
を
、今
度
は
自
分
が
弟
や
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
教
え
、鷹
栖
か
ら
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
の
輩
出
を
目
指
し
、頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　（
大
矢
さ
ん
）

　
　
　
和
13
年
生
ま
れ
の
厳
格
な
父
。「
親
の
歳

　
　
ま
で
生
き
れ
ば
い
い
わ
」が
口
癖
で
あ

っ
た
が
、い
つ
か
ら
か
聞
か
な
く
な
っ
た
。密

か
に
親
の
歳
を
超
え
た
の
だ
ろ
う
。そ
れ
が

い
く
つ
だ
っ
た
の
か
聞
い
て
み
た
い
と
思
い

な
が
ら
機
嫌
を
伺
い
つ
つ
、今
も
元
気
な
父

の
白
い
頭
を
眺
め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
子
さ
ん
）

　
　
　
親
の
背
中
を
追
い
か
け
て
消
防
団
に
入

　
　
団
し
ま
し
た
。父
も
ま
だ
消
防
団
に
所

属
し
て
い
る
の
で
親
子
で
活
動
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　（
端
野
さ
ん
）

　
　
　
和
30
年
代
と
言
え
ば
ま
だ
自
動
車
が
そ

　
　
ん
な
に
走
っ
て
い
な
か
っ
た
頃
、仕
事
の

関
係
で
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て
い
っ
て
く

れ
ま
し
た
。毎
年
夏
休
み
に
な
る
と
、海
水
浴

は
千
里
浜
で
そ
の
頃
は
ア
サ
リ
や
ら
ハ
マ
グ

リ
が
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、庄
川
が
家
の
近
く
な
の
で
、朝
夕
と
バ

イ
ク
の
後
ろ
に
乗
っ
て
庄
川
へ
行
き
、鮎
釣

り
の
見
物
も
楽
し
み
で
し
た
。の
ん
び
り
と

し
た
時
代
で
し
た
。　
　
　（
み
ぃ
ー
ち
ゃ
ん
）

　　
　
　
植
に
向
け
、今
は
、水
稲
苗
作
り
に
忙
し

　
　
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。種
ま
き
も

八
分
が
た
終
り
今
日
は
久
し
振
り
に
の
ん
び

り
し
て
い
ま
す
。あ
と
も
う
少
し
の
頑
張
り

苗
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。　
　（
田
島
さ
ん
）

　
　
　
年
か
ら
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
真
剣
に
取
り

　
　
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。パ
ー
ク

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
、

7
0
0
0
〜
8
0
0
0
歩
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。楽
し
み
な
が
ら
歩
く
事
が
出
き
て
一
石

二
鳥
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｔ・Ｋ
さ
ん
）

　
　
　
豚
の
角
煮
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。ね
ぎ
も

　
　
入
れ
、コ
ー
ラ
、し
ょ
う
油
、み
り
ん
。20

分
レ
ン
ジ
。ど
ん
な
味
に
な
る
の
か
？
心
配

で
す
が
、あ
と
12
分
…
〞
　
　
　（
河
合
さ
ん
）

　
　
　
ロ
ナ
禍
。目
の
弱
い
私
は
図
書
館
の
Ｃ
Ｄ

　
　
を
活
用
し
て
い
ま
す
。昔
、読
ん
だ
名
作
、

映
画
の
シ
ー
ン
、未
知
の
作
品
等
、聴
い
て
い

る
と
日
本
語
の
表
現
の
豊
か
さ
、美
し
さ
に

魅
了
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　（
米
沢
さ
ん
）

　
　
　
山
に
U
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。（
前
山
さ
ん
）

　
　
　
か
ぴ
か
の
一
年
生
の
孫
は
、コ
ロ
ナ
対
策

　
　
で
お
休
み
続
き
で
す
。先
日
、ワ
ラ
ビ
を

採
り
に
行
き
ま
し
た
。ワ
ラ
ビ
採
り
は
、傾
面

を
登
り
お
り
し
て
宝
さ
が
し
み
た
い
。ワ
ク

ワ
ク
し
な
が
ら
、た
く
さ
ん
採
れ
て
、お
友
達

に
も
お
す
そ
わ
け
で
き
ま
し
た
。　（
嶋
さ
ん
）

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、手

　
　
作
り
マ
ス
ク
を
作
っ
て
、近
所
、親
戚
に

配
っ
て
い
ま
す
。早
く
、終
息
す
れ
ば
い
い
の

で
す
が
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　（
森
松
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　
　
の
父
は
大
工
で
、棟
梁
と
し
て
数
多
く
の

　
　
家
を
建
て
て
来
ま
し
た
。昭
和
51
年
に
我

家
を
新
築
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。亡
く
な
っ
て

30
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、父
の
手
の
あ
と
が

方
々
に
見
ら
れ
、そ
の
都
度
感
謝
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
武
部
さ
ん
）

　
　
　
正
生
ま
れ
の
父
は
、祖
父
が
明
治
生
ま

　
　
れ
。自
己
主
張
の
強
い
親
だ
っ
た
の
か
、

子
供
の
頃
、父
親
と
の
相
性
が
悪
く
、い
ろ
り

に
座
っ
て
も
口
を
聞
く
こ
と
は
な
く
、い
つ
も

不
機
嫌
な
様
な
顔
を
し
て
ま
し
た
が
、私
の
妹

弟
に
は
顔
表
情
は
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま

し
た
。男
の
社
会
は
、わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
清
澤
さ
ん
）

　
　
　
の
趣
味
は
囲
碁
と
将
棋
で
し
た
。そ
の
た

　
　
め
、対
局
に
来
ら
れ
る
方
も
多
く
、子
供

の
頃
は
声
を
だ
さ
ず
静
か
に
し
て
い
る
こ
と

が
辛
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。子
ど
も

も
孫
も
父
の
趣
味
に
は
興
味
を
も
た
ず
、今
も

さ
み
し
く
座
敷
に
ね
む
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
野
さ
ん
）

　
　
　
は
お
酒
が
好
き
で
、刺
身
を
肴
に
晩
酌
を

　
　
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
あ
と
は
必
ず
白
い

ご
飯
と
み
そ
汁
、漬
物
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

今
日
も
天
国
で
酒
宴
だ
ろ
う
か
。寡
黙
な
人

だ
っ
た
け
ど
記
憶
が
良
く
て
頼
れ
る
父
だ
っ

た
。感
謝
あ
る
の
み
の
今
日
此
の
頃
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｋ・Ｙ
さ
ん
）

　
　
　
う
20
数
年
前
に
な
り
ま
す
が
、働
く
こ
と

　
　
が
生
き
が
い
の
よ
う
な
父
で
し
た
の
で
、

唯
一
の
趣
味
は
野
菜
づ
く
り
だ
っ
た
よ
う
で

す
。5
月
の
連
休
に
な
る
と
、私
の
車
で
専
業

農
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
出
か
け
て
い
ま

し
た
。ス
ー
パ
ー
で
買
う
よ
り
、現
地
直
産
が

持
論
で
、ハ
ウ
ス
の
中
か
ら
元
気
そ
う
な
苗
を

探
す
の
が
楽
し
み
で
し
た
。今
年
も
父
の
跡
を

受
け
継
い
で
、畑
に
野
菜
苗
を
植
え
終
わ
り
ま

し
た
が
、育
て
方
は
父
任
せ
で
し
た
の
で
、

日
々
、試
行
錯
誤
中
で
す
。　
　 （
斉
藤
さ
ん
）

　
　
　
和
の
父
は
、い
つ
も
怖
か
っ
た
で
す
が
、

　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
時
は
な
ん
と
な

く
嬉
し
そ
う
で
し
た
。本
当
は
優
し
か
っ
た
の

か
な
。 

　
　
　
　
　
　
　
　（
イ
カ
ヨ
ン
さ
ん
）

　
　
　
川
の
鮎
釣
り
で
す
。家
が
庄
川
に
近
い
こ

　
　
と
も
あ
り
、子
ど
も
の
頃
、朝
や
夕
方
に

よ
く
父
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。糸

の
結
び
方
や
そ
の
日
の
川
の
よ
う
す
に
あ
わ

せ
た
毛
針
の
選
び
方
な
ど
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。そ
し
て

何
よ
り
覚
え
て
い
る
の
は
、自
分
が
釣
っ
た
鮎

を
塩
焼
き
に
し
て
満
足
そ
う
に
食
べ
て
い
た

父
の
笑
顔
で
す
。父
が
亡
く
な
っ
て
既
に
34
年

が
経
ち
ま
す
が
、6
月
の
鮎
釣
り
解
禁
に
な
っ

て
た
く
さ
ん
の
人
が
釣
り
を
し
て
い
る
の
を

見
る
と
そ
の
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。自
分
も
父

親
以
上
の
年
齢
に
な
り
ま
し
た
が
、い
つ
か
鮎

釣
り
を「
再
開
」し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
本
さ
ん
）

今
月
の
テ
ー
マ
大
賞

テ
ー
マ

父
に
ま
つ
わ
る

　
　エ
ピ
ソ
ー
ド

小

タテのカギ 

➡

正解者の中から抽選で7名の方に「道の駅砺波　となみ野の郷」で
使える商品券をプレゼントします。

【砺波市】 上田　智恵
【砺波市】 今堀　澄子
【砺波市】 山田　俊子
【砺波市】 髙木　康壽
【砺波市】 春川　正人
【南砺市】 岡本たか子
【南砺市】 斉藤まゆみ
　

　1　夏の夜明けにラッパ形の花を咲かせます
　2　元素記号はＵ。『鉄腕アトム』ではアトムの妹の名前になっています
　3　誕生日が来ると一つ取ります
　5　この全自動洗濯機のコース運転は、洗い→――→脱水と進みます
　6　起業して巨万の――を得た
　8　カメが日当たりのいい場所に出ています
12　「有りの実」と呼ばれることもあります
13　スチールやアルミに分けてリサイクル
14　北海道和種という馬の俗称
15　障子やふすまなどのこと
16　エジプトの首都
17　自動車を数えるときに使う言葉
19　義を見てせざるは――無きなり

　1　セーフではなくて
　4　赤い顔をして郵便物をのみ込みます
　7　漂白や殺菌に用いる白い粉
　9　タコやイカが吐きます
10　銃のこと。モデル――
11　土用の丑（うし）の日によく食べられます
13　冷やし中華に添える黄色い薬味
15　水稲が育つ場所
16　雨や日光を遮るために差します
17　――眼鏡、――巻き
18　寺社を巡って集めている人もいます
20　畳表にも使われる植物
21　目からぽろりと落ちることも

クロスワードパズル （敬称略）

ヨコのカギ ➡

※
最
近
う
れ
し
か
っ
た
出
来
事
や

　ち
ょ
っ
と
し
た
発
見
な
ど
何
で

　も
ど
う
ぞ
！

フリー
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お知らせ私たちのJA

編集後記今月の表紙

9,357人
4,306人

1,747億5,297万円
246億9,566万円

4,673億　389万円
4億3,483万円
 9億5,520万円
28億1,361万円

（9,434人）

（4,315人）

（1,738億6,768万円）

（237億3,291万円）

（4,883億4,892万円）

（6億7,262万円）

（10億7,028万円）

（28億2,638万円）

※（　）内は昨年同期

正　組　合　員

准　組　合　員

貯　　　　　金

貸　　出　　金

長期共済保有高

購買品供給高

販売品販売高

出　　資　　金

令和２年４月末現在

■
付
議
事
項

１
．
総
代
の
皆
様
か
ら
の
意
見
・
要
望
事
項
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て

２
． 

就
業
規
則
及
び
臨
時
傭
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

３
． 

行
政
庁
提
出
用
業
務
報
告
書
及
び
連
結
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

４
． 

富
山
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
要
項
制
定
に
つ
い
て

５
． 

令
和
２
年
産
水
稲
種
子
共
同
計
算
基
本
規
程
に
つ
い
て

６
． 

平
成
30
年
産
水
稲
種
子
の
最
終
精
算
に
つ
い
て

７
． 

令
和
２
年
産
米
・
大
麦
・
大
豆
の
手
数
料
設
定
に
つ
い
て

８
． 

そ
の
他

　
　●
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

１
． 

役
員
積
立
金
の
精
算
に
つ
い
て

２
． 

平
成
31
年
度
資
産
自
己
査
定
破
綻
懸
念
先
以
下
債
務
者
の
回
収
方
針
に
つ
い
て

３
． 

平
成
31
事
業
年
度
末
基
準
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

４
． 

農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
　
定
礎
式
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

５
． 

４
月
末
財
務
の
状
況
及
び
３
月
末
月
次
損
益
に
つ
い
て

６
． 

４
月
末
支
店
別
組
合
員
異
動
状
況
に
つ
い
て

７
．
ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
（
災
害
緊
急
資
金
）
に
つ
い
て

８
．
大
口
貸
出
金
の
実
行
報
告
に
つ
い
て

９
．
令
和
元
年
産
米
販
売
実
績
に
つ
い
て

10
．
４
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

令
和
２
年
５
月
29
日（
金
）

■日帰り人間ドック　厚生連高岡健康管理センター

　
　　

新嘗祭献穀斎圃田植祭
　　　　　　奉耕者　松田吉孝　氏
　　　　　　　　　　　　　　 （３ページに関連記事掲載）

　新型コロナウイルスが発生した関係で使い捨てマスクが品
薄状態となり、手作りマスクを作る方も増えたようです。先日、
JAのお便りコーナーへ、お客様が制作されたマスクの写真を
送っていただきました。マスクの柄に青一色の「たま吉くん」が
非常にあっていると思いました。写真は6月10日に、JAとなみ
野のホームページに掲載させていただきましたので
ご覧ください。どうもありがとうございました。（ス
マートフォンで右記のQRコードを読み取ることで
も、ホームページにアクセスできます）（S.T）

●
詳
細
は
各
支
店
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○７月３０日（木）　庄川地区
　検診日の２週間前までに、生活総合課（☎32―8624）
　へお申し込みください。　

特
集
1
佐
野
組
合
長
再
任
　

高
収
益
、高
所
得
な
農
業
の
実
現
へ

特
集
2
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
〔
後
編
〕
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